
【公表様式】

建設工事等の契約の内容に係る情報の公表

※契約締結日の属する年度の次年度以降に、契約金額の変更を伴う契約の変更を行った案件について掲載しています。 発注機関：揖斐土木事務所

工事（委託）
番号

工事（業務）名 施工場所
工事（業務）

種別
契約の相手方の
商号又は名称

契約の相手方の住所
契約締結日

（変更契約締結日）
施工（履行）期間 契約金額（円） 工事（業務）概要 変更理由 変更回次

平成３０年５月３１日
平成３０年５月３１日～
平成３１年３月２０日

12,312,000

砂防設備（渓流保全工）調査・点検業務
　護岸工現地調査　Ｌ＝18．1ｋｍ
　床固工・帯工・水制工（簡易点検）　Ｎ＝47基
　施設の健全度評価　Ｎ＝13渓流 － （当初）

平成３１年２月１４日
平成３０年５月３１日～
平成３１年３月２８日

13,153,320

砂防設備（渓流保全工）調査・点検業務
　護岸工現地調査　Ｌ＝19．6ｋｍ
　床固工・帯工・水制工（簡易点検）　Ｎ＝49基
　施設の健全度評価　Ｎ＝14渓流

砂防修繕計画を立てるにあたり、事前調査及びカルテ作成
を本委託にて行いたい。

１回目

令和元年１０月２３日
平成３０年５月３１日～
令和元年１０月３１日

13,789,120

砂防設備（渓流保全工）調査・点検業務
　護岸工現地調査　Ｌ＝20．2ｋｍ
　床固工・帯工・水制工（簡易点検）　Ｎ＝56基
　施設の健全度評価　Ｎ＝16渓流

現地調査の結果、砂防設備台帳に記載の無い施設が確認
されたため、契約数量を変更したい。

４回目

平成３０年５月３１日
平成３０年５月３１日～
平成３１年３月２０日

12,528,000

砂防設備（渓流保全工）調査・点検業務
　護岸工現地調査　Ｌ＝18．8ｋｍ
　床固工・帯工・水制工（簡易点検）　Ｎ＝50基
　施設の健全度評価　Ｎ＝11渓流 － （当初）

平成３１年２月１４日
平成３０年５月３１日～
平成３１年３月２８日

12,637,080

砂防設備（渓流保全工）調査・点検業務
　護岸工現地調査　Ｌ＝18．8ｋｍ
　床固工・帯工・水制工（簡易点検）　Ｎ＝50基
　施設の健全度評価　Ｎ＝11渓流
　砂防えん堤カルテ作成　N＝1基

最近完成した砂防堰堤において、今後の維持管理上カルテ
が必要となるため、作成業務を追加したい。

１回目

令和元年１０月２３日
平成３０年５月３１日～
令和元年１０月３１日

13,917,480

砂防設備（渓流保全工）調査・点検業務
　護岸工現地調査　Ｌ＝22．3ｋｍ
　床固工・帯工・水制工（簡易点検）　Ｎ＝25基
　施設の健全度評価　Ｎ＝12渓流
　砂防えん堤カルテ作成　N＝1基

現地調査の結果、砂防設備台帳に記載の無い施設が確認
されたため、契約数量を変更したい。

４回目

平成３０年７月２０日
平成３０年７月２０日～
平成３１年３月２１日

37,260,000

施工延長　Ｌ＝３５ｍ
　雪崩予防柵工　Ｌ＝３５ｍ　Ｈ＝２．２ｍ

－ （当初）

平成３１年２月１３日
平成３０年７月２０日～
平成３１年３月２８日

40,775,400

施工延長　Ｌ＝５０ｍ
　雪崩予防柵工　Ｌ＝５０ｍ　Ｈ＝２．２ｍ

先行工事により資材購入した雪崩予防柵を使用して施工を
行い、事業を推進したい。
本工事による資材購入と合わせ、施工基数を１０基とした
い。

１回目

令和元年１０月２８日
平成３０年７月２０日～
令和元年１０月３１日

40,985,500

施工延長　Ｌ＝５０ｍ
　雪崩予防柵工　Ｌ＝５０ｍ　Ｈ＝２．２ｍ

雪崩予防柵設置箇所において、雪崩抑制効果が期待される
高木が生えていたため、設置箇所の変更を行いたい。

４回目

第砂工雪崩1
号

公共　総合流域防災事
業（雪崩対策事業）

正金地　揖斐郡  揖斐
川町　春日香六

土木一式 加藤建設（株）
岐阜県揖斐郡揖斐川

町春日小宮神１１５８－
１

第砂委砂長B
号

公共 総合流域防災事
業（砂防設備長寿命

化）　砂防施設点検業
務

普通河川 木曽屋川他
揖斐郡  揖斐川町　谷

汲木曽屋他
河川 （株）興栄コンサルタント

岐阜県岐阜市中鶉４ー
１１

第砂委砂長A
号

公共 総合流域防災事
業（砂防設備長寿命

化）　砂防施設点検業
務

普通河川 滝谷川他 揖
斐郡  大野町　大字寺

内他
河川 （株）興栄コンサルタント

岐阜県岐阜市中鶉４ー
１１
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【公表様式】

平成３０年８月３日
平成３０年８月３日～令
和元年５月９日

47,412,000

道路改良　Ｌ＝３４ｍ　Ｗ＝４．０（５．０）ｍ
　土工　片切掘削（中硬岩）　Ｖ＝１４９０ｍ３
　法面工　コンクリート吹付工（ｔ＝１５ｃｍ）　Ａ＝４１１ｍ２

－ （当初）

令和元年１０月１５日
平成３０年８月３日～令
和元年１１月２１日

51,689,900

道路改良　Ｌ＝３４ｍ　Ｗ＝４．０（５．０）ｍ
　土工　片切掘削（中硬岩）　Ｖ＝１４３０ｍ３　岩掘削（静的破砕材）Ｖ＝６７ｍ３
　法面工　コンクリート吹付工（ｔ＝１５ｃｍ）　Ａ＝５１１ｍ２
　　　　　ロープ伏工　Ｎ＝１．０式

○立木伐採及び斜面掘削後に山腹等を踏査したところ、新
たに転石等が確認された。
　このため通行車両等の安全を図る為、転石等の崩壊を防
止するロープ伏工N=１式
　（３５ｍ２）を増工したい。
また既設施設等の現状を確認し検討するため現地調査N=１
式を計上したい。
○山腹露岩を掘削してきたが一部当初設計以上の硬度を
有する岩が確認された。
　このため当初計画の掘削では岩掘削が困難なため、静的
破砕材を使用して岩掘削を
　進めたく岩削工（静的破砕材）６７ｍ３を増工したい。
○現地踏査の結果、地山斜面の起伏等に合わせてコンク
リート吹付A=１００ｍ２
　、P式ネット８４ｍ２を増工し、通行車両の安全を図るため
増工したい。

４回目

平成３０年９月１４日
平成３０年９月１４日～
平成３１年３月２０日

30,240,000

施工延長　Ｌ＝１１８．０ｍ
残土処理ヤード造成
　排水構造物工　小段排水　ＢＦ－３００　Ｌ＝１１２ｍ
　地下排水工　　高耐圧ポリエチレン管φ３００　Ｎ＝１式（Ｌ＝４０６ｍ） － （当初）

平成３１年２月１４日
平成３０年９月１４日～
平成３１年３月２０日

25,315,200

施工延長　Ｌ＝１１８．０ｍ
残土処理ヤード造成
　排水構造物工　小段排水　ＢＦ－３００　Ｌ＝１１２ｍ
　地下排水工　　高耐圧ポリエチレン管φ３００　Ｎ＝１式（Ｌ＝４１６ｍ）

○本工事によって発生する残土については、当初、受入を
希望する他工事への流用する予定で
あったが、工程の調整が困難となったため、現場内で処理し
たい。

１回目

令和元年５月２４日
平成３０年９月１４日～
令和元年５月３１日

28,841,400

施工延長　Ｌ＝１１５．７ｍ
残土処理ヤード造成
　排水構造物工　小段排水　ＢＦ－３００　Ｌ＝１１０ｍ
　地下排水工　　高耐圧ポリエチレン管φ３００　Ｎ＝１式（Ｌ＝４１６ｍ）

○地下排水工の施工にあたり、既設の地下水路（谷からの
水を排水）に接触することが
判明したため、撤去する必要が生じたが、その構造を調査し
たところ、一連の区間で
コンクリートブロック積の上部に枕木や鉄板で蓋を掛けただ
けの不安定な構造であった。
当該箇所においては、トンネル残土が半永久的に盛土され
る計画であることを考慮し、地下
排水工に高耐圧ポリエチレン管を採用しているため、既設地
下排水路の撤去後、高耐圧ポリ
エチレン管を敷設したい。

４回目

平成３０年９月１４日
平成３０年９月１４日～
平成３１年３月２０日

63,180,000

Ｈ３０年度施工延長　Ｌ＝１６４．９ｍ　Ｗ＝６．５（１８．０）ｍ
　道路土工　　　掘削　Ｖ＝３５０m3　路床盛土　Ｖ＝６７０m3
　擁壁工　　　　プレキャストＬ型擁壁工（Ｈ＝０．８～３．５ｍ）　Ｌ＝１２４．７ｍ
　排水構造物工　ＰＵ２側溝（３００×３００）　Ｌ＝１７０ｍ
函渠工　（Ｈ＝２．５ｍ、Ｗ＝３．０ｍ、Ｌ＝１９．１８ｍ）　Ｎ＝１式
附帯工　農業用パイプライン布設替工　Ｌ＝１１７．６ｍ（φ１００～φ１５０）

－ （当初）

平成３１年３月２２日
平成３０年９月１４日～
平成３１年３月２９日

61,824,600

Ｈ３０年度施工延長　Ｌ＝１６４．９ｍ　Ｗ＝６．５（１８．０）ｍ
　道路土工　　　掘削　Ｖ＝６６０m3　路床盛土　Ｖ＝１２００m3
　擁壁工　　　　プレキャストＬ型擁壁工（Ｈ＝０．８～３．５ｍ）　Ｌ＝１２９．９ｍ
　排水構造物工　ＰＵ２側溝（３００×３００）　Ｌ＝９３ｍ
函渠工　（Ｈ＝２．５ｍ、Ｗ＝３．０ｍ、Ｌ＝１９．１８ｍ）　Ｎ＝１式
附帯工　農業用パイプライン布設替工　Ｌ＝１１７．６ｍ（φ１００～φ１５０）

○函渠工の踏み掛け版、側溝・転落防止柵の施工は、上部
工の架設をする際に影響があるため不施工としたい。
○盛土の材料を揖斐川町長良地内から運搬する土砂（トン
ネル掘削土）とし、仮置場からの運搬を行いたい。
○本工事と近接するH29 第建工街3-Ａ6-2号は、同一業者
が受注したため諸経費について合算して積算したい。

３回目

令和２年２月２７日
平成３０年９月１４日～
令和２年３月２３日

64,824,300

Ｈ３０年度施工延長　Ｌ＝１１０．９ｍ　Ｗ＝６．５（１８．０）ｍ
　道路土工　　　掘削　Ｖ＝５００m3　路床盛土　Ｖ＝１０００m3
　擁壁工　　　　プレキャストＬ型擁壁工（Ｈ＝０．８～３．５ｍ）　Ｌ＝１２８．７ｍ
　排水構造物工　ＰＵ２側溝（３００×３００）　Ｌ＝８４ｍ
函渠工　（Ｈ＝２．５ｍ、Ｗ＝３．０ｍ、Ｌ＝１９．１８ｍ）　Ｎ＝１式
附帯工　農業用パイプライン布設替工　Ｌ＝１０７．１ｍ（φ１００～φ１５０）

○取付道路部排水計画精査の結果、横断側溝を増工した
い。（２箇所　L=９ｍ）
〇土工において掘削を行ったところ、発生する残土２９０ｍ３
について路床土として
適さないことから、処理場において処分を行いたい。

７回目

第建工街路9
－1号

県単　街路事業　道路
改良工事

（都）大野揖斐川線揖
斐郡  大野町　大字相

羽～六里
（株）山辰組土木一式

第建工道改３
－７－２号

県単　道路新設改良
（一般分）

一般国道 ３０３号揖斐
郡  揖斐川町　坂内坂

本地内
土木一式 （株）久保田工務店

岐阜県揖斐郡揖斐川
町三輪５２１－１

岐阜県揖斐郡大野町
大字稲畑２０３－１

第建工道改3
－3－1号

県単　道路新設改良
（債務）　道路改良工事

主要地方道 春日揖斐
川線　揖斐郡  揖斐川
町　春日美束（白川工

区）

土木一式 加藤建設（株）
岐阜県揖斐郡揖斐川

町春日小宮神１１５８－
１

2 / 21 ページ



【公表様式】

平成３０年９月２５日
平成３０年９月２５日～
令和元年１２月１８日

216,000,000

橋梁上部工（単純鋼コンクリート合成床版橋）工事
　橋長Ｌ＝３１．７０ｍ　幅員Ｗ＝１８．０ｍ（８．０ｍ）
　　上部工製作・架設工　Ｗ＝１９２．２ｔ
　　床版工　　　　　　　Ｎ＝　１式
　　橋梁付属物工　　　　Ｎ＝　１式
　　舗装工　　　　　　　Ｎ＝　１式

－ （当初）

令和元年１１月２５日
平成３０年９月２５日～
令和元年１２月１８日

213,265,440

橋梁上部工（単純鋼コンクリート合成床版橋）工事
　橋長Ｌ＝３１．７０ｍ　幅員Ｗ＝１８．０ｍ（８．０ｍ）
　　上部工製作・架設工　Ｗ＝１９２．２ｔ
　　床版工　　　　　　　Ｎ＝　１式
　　橋梁付属物工　　　　Ｎ＝　１式
　　舗装工　　　　　　　Ｎ＝　１式

〇トラッククレーン供用日数について、歩掛精査の結果、休
日補正を考慮し１５日としたい。
　（当初　１３日）
〇高欄部材について、設計内容精査の結果、部材費用が二
重計上となっていたため、訂正したい。
〇高欄部材延長について、図面精査の結果、ウイング部設
置延長を訂正したい。
　（ウイング部を含む全体延長　７３．５ｍ（当初７８．１ｍ））

２回目

平成３０年９月２８日
平成３０年９月２８日～
平成３１年３月２０日

43,794,000

北洞谷
土工置換工　　V＝600m3
本堤工　　　　H＝0．0m，L＝13．5m，V＝454m3

－ （当初）

平成３１年２月２１日
平成３０年９月２８日～
平成３１年３月２８日

45,879,480

北洞谷
土工置換工　　V＝600m3
本堤工　　　　H＝0．0m，L＝21．1m，V＝575m3

現場の再調査の結果、工事用道路で大型車の通行が可能
であることが判明したため、運搬車両を大型車に変更した
い。また、左岸側の掘削面の安定を計るため、本堤左岸の
コンクリート工を増工したい。

１回目

令和元年９月２４日
平成３０年９月２８日～
令和元年９月３０日

46,508,680

北洞谷
土工置換工　　V＝　0m3
本堤工　　　　H＝0．0ｍ　L＝23．8ｍ　V＝894m3 平板載荷試験を行った結果、最大地盤反力が設計値を満た

していたため、置き換え工を不施工としたい。この結果を受
け、コンクリート量を増工したい。

４回目

平成３０年９月２１日
平成３０年９月２１日～
令和元年８月１日

58,320,000

施工延長　L＝74．8m
護岸工　連結空積ブロック（左岸 L＝74．8m，右岸 L＝74．8m）
　　　　SL＝1．2m A＝180m2
矢板工　Ｎ＝250枚 － （当初）

平成３１年４月１６日
平成３０年９月２１日～
令和元年８月１日

60,384,960

施工延長　L＝74．8m
護岸工　連結空積ブロック（左岸 L＝74．8m，右岸 L＝74．8m）
SL＝1．2m A＝180m2
矢板工　Ｎ＝250枚

当初想定箇所では受け入れができない土質であったため、
残土処分先を変更したい。

３回目

土木一式 西建産業（株）
岐阜県揖斐郡揖斐川

町脛永１６４５－１

第河工局改27
号

県単　河川局部改良事
業（債務）

木曽川水系 桂川　揖
斐郡  揖斐川町　桂

土木一式 西濃建設（株）
岐阜県揖斐郡揖斐川

町上ミ野１２８

第砂工通砂3-
2号

公共　防災・安全交付
金（通常砂防事業）

北洞谷　揖斐郡  揖斐
川町　谷汲深坂

第建工街路３
－Ａ６－１号

公共　街路事業（債務）
橋梁上部工工事

（都）大野揖斐川線揖
斐郡  大野町　大字六

里　　地内
鋼構造物

（株）角藤　中津川営業
所

岐阜県中津川市手賀
野４２２－１
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【公表様式】

平成３０年９月２８日
平成３０年９月２８日～
平成３１年３月２０日

32,562,000

東前の谷（２３）
　本堤補修工　Ｈ＝９．０ｍ　Ｖ＝１１９ｍ3

－ （当初）

平成３１年３月２２日
平成３０年９月２８日～
令和元年７月３１日

35,665,920

東前の谷（２３）
　本堤補修工　Ｈ＝９．０ｍ　Ｖ＝１１９ｍ3

起工測量の結果に基づき、土工及び工事用道路土工につ
いて変更したい。

２回目

令和元年７月２２日
平成３０年９月２８日～
令和元年７月３１日

34,220,880

東前の谷（２３）
　本堤補修工　Ｈ＝９．０ｍ　Ｖ＝１１２ｍ3

壁面清掃後の状況確認結果により、堰堤補修工の施工範
囲を変更したい。

３回目

平成３０年９月６日
平成３０年９月６日～平
成３１年３月２０日

16,848,000

用地測量　Ｌ３００ｍ ×　Ｗ ９０ｍ ＝　２７，０００ｍ2
面積測量　　　　　　　　　　　　　　　 ２０，０００ｍ2
木造建物調査　　　　                            １４棟
付帯工作物調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　７戸
独立工作物調査　　　　　　　　　　　　　　　　　３箇所

－ （当初）

令和元年８月２７日
平成３０年９月６日～令
和元年８月３０日

19,675,440

用地測量　Ｌ３００ｍ ×　Ｗ ９０ｍ ＝　２７，０００ｍ2
面積測量　　　　　　　　　　　　　　　 ２０，０００ｍ2
木造建物調査　　　　                            １４棟
付帯工作物調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　７戸
独立工作物調査　　　　　　　　　　　　　　　　　３箇所

県単　道路新設改良（一般分）事業　一般県道根尾谷汲大
野線工事に必要となる丈量測量及び物件調査に差異が生
じたため

５回目

平成３０年９月２８日
平成３０年９月２８日～
平成３１年３月２０日

18,630,000

大津谷
　表面保護工　　Ａ＝　　　６５ｍ2
　除石工　　　　Ｖ＝１，５００ｍ3

－ （当初）

令和元年６月６日
平成３０年９月２８日～
令和元年６月２０日

19,687,320

大津谷
　表面保護工　　Ａ＝　　　６６ｍ2
　除石工　　　　Ｖ＝１，５００ｍ3

堰堤補修工の表面保護工において、詳細調査により修復厚
さに差異が生じたため変更したい。

３回目

土木一式 第一建設（株）
岐阜県揖斐郡池田町

段２９－３

岐阜県揖斐郡揖斐川
町脛永１６４５－１

第建用委道改
3-12-B号

県単　道路新設改良
（一般分）事業　用地測
量及び物件調査業務

一般県道　根尾谷汲大
野線　揖斐郡揖斐川町

谷汲高科地内
測量 （株）イビソク

岐阜県大垣市築捨町
３ー１０２

県単　砂防修繕
第砂工砂修5

号

普通河川 東前の谷
揖斐郡  揖斐川町　東

杉原地内
土木一式 西建産業（株）

第砂工砂修6・
緊土2号

県単　砂防修繕・県単
緊急土石流対策砂防

事業

普通河川 大津谷　揖
斐郡  池田町　宮地地

内
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【公表様式】

平成３０年９月２８日
平成３０年９月２８日～
平成３１年３月２０日

51,732,000

Ｈ３０年度施工延長　Ｌ＝２４２．０ｍ　Ｗ＝６．５（１８．０）ｍ
　道路土工　　　　　機械掘削　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝　２８０m3
　　　　　　　　　　路体盛土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝　３９０m3
　　　　　　　　　　路床盛土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝　６２０m3
　擁壁工　　　　　　プレキャストＬ型擁壁工（Ｈ＝１．８～３．２５ｍ）　Ｌ＝６０．２ｍ
　排水構造物工　　　ＰＵ２・３側溝（３００×３００）　　　　　　　　　Ｌ＝　　６２ｍ
　舗装工　　　　　　車道部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ＝１０９０m2

－ （当初）

平成３１年３月２２日
平成３０年９月２８日～
平成３１年３月２９日

51,460,920

Ｈ３０年度施工延長　Ｌ＝１４６．３ｍ　Ｗ＝６．５（１８．０）ｍ
　道路土工　　　　　機械掘削　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝　５００m3
　　　　　　　　　　路体盛土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝　３５０m3
　　　　　　　　　　路床盛土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝　５８０m3
　擁壁工　　　　　　プレキャストＬ型擁壁工（Ｈ＝１．８～３．２５ｍ）　Ｌ＝４５．４ｍ
　排水構造物工　　　ＰＵ２・３側溝（３００×３００）　　　　　　　　　Ｌ＝　　６２ｍ
　舗装工　　　　　　車道部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ＝１１００m2

○坂路取付部（No32付近）において、当初は本線と河川側
から乗り入れる計画をしていたが、地権者との協議により乗
り入れ箇所を河川側のみとし、官民境にはL型擁壁を可変
勾配側溝へ変更したい。
○施工打合せ時における現場との不一致について提出が
あったため、既に完成している箇所の減工を行いたい。
○路床盛土について土量が不足することから、他工区で発
生した仮置土を安定処理工により改良して盛土したい。

３回目

令和元年７月１７日
平成３０年９月２８日～
令和元年７月３１日

54,667,440

Ｈ３０年度施工延長　Ｌ＝１４６．３ｍ　Ｗ＝６．５（１８．０）ｍ
　道路土工　　　　　機械掘削　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝　５００m3
　　　　　　　　　　路体盛土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝　３５０m3
　　　　　　　　　　路床盛土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ＝　５８０m3
　擁壁工　　　　　　プレキャストＬ型擁壁工（Ｈ＝１．８～３．３ｍ）　Ｌ＝４９．４ｍ
　排水構造物工　　　ＰＵ２・３側溝（３００×３００）　　　　　　　　　Ｌ＝　　６３ｍ
　舗装工　　　　　　車道部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ＝１１６６m2

○車道舗装において、供用開始に向けて、表層工（ｔ＝５ｃ
ｍ）を追加して施工したい。
○本線及び取付道路において、現地確認を行った結果、安
全対策として車止めポスト・
視線誘導標等の施設を施工したい。

５回目

平成３０年９月２８日
平成３０年９月２８日～
平成３１年３月２０日

14,634,000

Ｈ３０年度施工延長　Ｌ＝１６５．９ｍ　Ｗ＝５．５（７．０）ｍ
　落石対策工　落石防護柵工（Ｈ３．０ｍ）　Ｌ＝　３６ｍ　コンクリート基礎工　Ｌ＝３
６ｍ
　　　　　　　落石防護柵工（Ｈ２．５ｍ）　Ｌ＝　１５ｍ　コンクリート基礎工　Ｌ＝１６ｍ
　　　　　　　転石除去工　　　　　　　　　Ｖ＝　　５m3
　舗装工　　　舗装工　　　　　　　　　　　Ａ＝１３３m2
　　　　　　　グルービング工　　　　　　　Ａ＝７９２m2

－ （当初）

令和元年５月８日
平成３０年９月２８日～
令和元年５月１５日

15,977,520

Ｈ３０年度施工延長　Ｌ＝１５９ｍ　Ｗ＝５．５（７．０）ｍ
　落石対策工　落石防護柵工（Ｈ３．０ｍ）　Ｌ＝　３６ｍ　コンクリート基礎工　Ｌ＝３
６ｍ
　　　　　　　落石防護柵工（Ｈ２．５ｍ）　Ｌ＝　１５ｍ　コンクリート基礎工　Ｌ＝１６ｍ
　　　　　　　転石除去工　　　　　　　　　Ｖ＝　　５m3
　舗装工　　　舗装工　　　　　　　　　　　Ａ＝１５９m2
　　　　　　　グルービング工　　　　　　　Ａ＝７３１m2

○落石防護柵設置について、当地域は積雪量の多い地域
であることから、落石防護柵の破損防止のための上弦材を
追加して施工したい。

３回目

第建工街路9
－2号

県単　街路事業　道路
改良工事

（都）大野揖斐川線揖
斐郡  大野町　大字六

里地内
土木一式 （株）山辰組

岐阜県揖斐郡大野町
大字稲畑２０３－１

第建工道改３
－１－１号

県単　道路新設改良
道路改良工事

一般県道 川合垂井線
揖斐郡  揖斐川町　春

日川合地内
土木一式 加藤建設（株）

岐阜県揖斐郡揖斐川
町春日小宮神１１５８－

１
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【公表様式】

平成３０年９月２５日
平成３０年９月２５日～
平成３１年３月２０日

15,876,000

小島工区　施工延長　Ｌ＝８１．６ｍ　Ｗ＝５．５（９．２５）ｍ
舗装工　路盤工　Ａ＝１８５ｍ２
函渠工　２号函渠継足工　Ｎ＝１式
排水工　ＰＵ３－３００×３００Ｌ＝４５ｍ　ＢＦ－３５０　Ｌ＝１２ｍ　可変側溝　Ｌ＝２５
ｍ
台付管Ｄ３００　Ｌ＝１０ｍ　ＢＯＸ４５０×４５０　Ｌ＝１ｍ　集水桝工　Ｎ＝３箇所
擁壁工　Ｌ型擁壁工（Ｈ＝２０００）Ｌ＝１２ｍ
三輪工区　施工延長　Ｌ＝５２ｍ　Ｗ＝４．０（８．０）ｍ

－ （当初）

平成３１年３月２２日
平成３０年９月２５日～
令和元年６月３０日

15,942,960

小島工区　施工延長　Ｌ＝８１．６ｍ　Ｗ＝５．５（９．２５）ｍ
舗装工　路盤工　Ａ＝１８５ｍ２
函渠工　２号函渠継足工　Ｎ＝１式
排水工　ＰＵ３－３００×３００Ｌ＝４１ｍ　ＢＦ－３５０　Ｌ＝　８ｍ　可変側溝　Ｌ＝２５
ｍ
台付管Ｄ３００　Ｌ＝１０ｍ　ＢＯＸ４５０×４５０　Ｌ＝１ｍ　集水桝工　Ｎ＝３箇所
擁壁工　Ｌ型擁壁工（Ｈ＝２０００）Ｌ＝　２ｍ
三輪工区　施工延長　Ｌ＝２１ｍ　Ｗ＝４．０（８．０）ｍ

（１）オ　用地条件や地元との協議に基づく場合
・小島工区において、本工事の道路拡幅に伴う用排水路（２
号函渠工）の継足しにより支障となる田んぼへの取込み
ゲートについて、当初既存ゲートを撤去したうえで、田んぼ
側の修水桝に簡易的な落とし込みゲートを設置することとし
ていたが、地元と協議したところ現況ゲートを撤去すると、ゴ
ミ等が流入する恐れがあるとして難色を示され、現況位置で
のゲート設置の要望を受けたことから、本設計書のとおり取
込みゲートを撤去新設したい。
・三輪工区において、用地買収及び移転補償が完了する見
込みがある箇所において、道路排水工を先行施工すること
としていたが、地権者の移転作業が予定よりも大幅に遅延
することが判明したため、その区間においては、本設計書の
とおり不施工としたい。

・上記変更理由及び支障電柱移転作業が遅延したことに伴
い、工期を平成３１年６月３０日まで延期したい。

２回目

令和元年７月３１日
平成３０年９月２５日～
令和元年８月９日

19,332,000

小島工区　施工延長　Ｌ＝８４．０ｍ　Ｗ＝５．５（９．２５）ｍ
舗装工　路盤工　Ａ＝１９７ｍ２
函渠工　２号函渠継足工　Ｎ＝１式
排水工　ＰＵ３－３００×３００Ｌ＝４０ｍ　ＢＦ－３５０　Ｌ＝　８ｍ　可変側溝　Ｌ＝２７
ｍ
台付管Ｄ３００　Ｌ＝１１ｍ　ＢＯＸ４５０×４５０　Ｌ＝１ｍ　集水桝工　Ｎ＝３箇所
擁壁工　Ｌ型擁壁工（Ｈ＝２０００）Ｌ＝　２ｍ
三輪工区　施工延長　Ｌ＝２１ｍ　Ｗ＝４．０（８．０）ｍ

（１）エ　安全対策に基づく場合
・小島工区における本工事にて拡幅した暫定施工区間につ
いて、当初土木事務所からの支給品（単管バリケード等）に
よる締切で施工する予定であったが、本路線は大型車交通
量が多いこと、また暫定施工区間内に家屋が隣接し、侵入
道路も存在することから、本設計書の通り車両の衝突にも
耐えうる構造の防護柵（置基礎Ｇｒ）に変更し、道路利用者及
び近隣住民の安全を図りたい。

（２）オ　建設廃材及び建設発生土の数量、処理方法、処理
場の変更等による場合
・小島工区にて発生する掘削残土について、当初は前年度
同様に砂利組合が管理する陸砂利埋立地にて処分する予
定としており、仮置き場より搬出しようとしたところ、砂利組合
より想定以上耕土の割合が大きく土質状況が悪い（第３～４
種程度）こと、埋立地が仕上げ段階であることから、受入れ
出来ないとの回答があった。その他の陸砂利埋立地等につ
いても照会を行ったが、近隣に受け入れ可能な箇所が存在
しないことから、第４種建設発生土の受け入れが可能な処
分場（岐阜市須賀地内）にて処分することとしたい。

４回目

平成３０年９月２７日
平成３０年９月２７日～
令和元年１２月２０日

13,608,000

１５ｍ以上橋梁点検　１７橋
第三者被害予防措置　Ａ＝３６０m2
床版内部調査　1橋

－ （当初）

平成３１年３月２５日
平成３０年９月２７日～
令和元年１２月２０日

15,561,720

１５ｍ以上橋梁点検　１９橋
第三者被害予防措置　Ａ＝３６０m2
床版内部調査　1橋

現地踏査に基づき点検方法・交通規制を検討した結果によ
り、規制点検数量を変更したい。

１回目

令和元年１１月１５日
平成３０年９月２７日～
令和２年２月２８日

15,695,920

１５ｍ以上橋梁点検　１６橋
第三者被害予防措置　Ａ＝３６０m2
床版内部調査　1橋

（２）ク
・現地踏査に基づいた点検方法・交通規制を検討結果によ
り、規制数量を見直したところ増額となったため、点検箇所
数を減したい。
・現地調査の結果、４橋分について維持管理に必要な情報
収集を行う点検業務Ｂに変更したい。

２回目

第維委48－A2
－BR－3－B2

号

公共　防災・安全交付
金（トンネル・橋梁点検

調査）（債務）委託

一般国道 ３０３号　他
揖斐郡  揖斐川町　西

津汲　他
鋼構造 （株）三進

岐阜県大垣市二葉町
７ー１２

第維工交安
31-A004-1号

公共　交通安全施設等
整備事業費

一般県道 藤橋池田線
他　　揖斐郡  揖斐川
町　小島　他　地内

土木一式 （有）瀬川工務店
岐阜県揖斐郡揖斐川

町白樫３９１
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【公表様式】

平成３０年９月２８日
平成３０年９月２８日～
令和元年１２月２０日

15,660,864

１５ｍ以上橋梁点検　１８橋

－ （当初）

平成３１年３月２５日
平成３０年９月２８日～
令和元年１２月２０日

18,651,600

１５ｍ以上橋梁点検　１７橋

現地調査を基に点検計画の再検討を行った結果により、交
通規制数や、点検方法を変更したい。

１回目

令和元年１１月１５日
平成３０年９月２８日～
令和２年３月１０日

18,414,000

１５ｍ以上橋梁点検　１３橋
（２）ク
現地調査を基づいた点検方法・交通規制の検討結果によ
り、規制数量を変更したい。
橋脚の近接目視点検に橋梁点検車ＢＴ４００を使用する箇所
が多く必要となったため、点検箇所数を４橋減らしたい。

２回目

平成３０年１０月２５日
平成３０年１０月２５日
～平成３１年３月２０日

19,332,000

砂防設備（渓流保全工）調査・点検業務
　護岸工現地調査　Ｌ＝21．5ｋｍ
　床固工・帯工・水制工（簡易点検）　Ｎ＝65基
　施設の健全度評価　Ｎ＝50渓流 － （当初）

令和元年１０月２３日
平成３０年１０月２５日
～令和元年１０月３１日

18,628,920

砂防設備（渓流保全工）調査・点検業務
　護岸工現地調査　Ｌ＝19．5ｋｍ
　床固工・帯工・水制工（簡易点検）　Ｎ＝83基
　施設の健全度評価　Ｎ＝50渓流

現地調査の結果、砂防設備台帳に記載の無い施設が確認
されたため、契約数量を変更したい。

４回目

平成３０年１０月２５日
平成３０年１０月２５日
～平成３１年３月２０日

20,412,000

砂防設備（渓流保全工）調査・点検業務
　護岸工現地調査　Ｌ＝23．2ｋｍ
　床固工・帯工・水制工（簡易点検）　Ｎ＝58基
　施設の健全度評価　Ｎ＝51渓流 － （当初）

令和元年１０月２３日
平成３０年１０月２５日
～令和元年１０月３１日

19,409,760

砂防設備（渓流保全工）調査・点検業務
　護岸工現地調査　Ｌ＝22．5ｋｍ
　床固工・帯工・水制工（簡易点検）　Ｎ＝27基
　施設の健全度評価　Ｎ＝50渓流

現地調査の結果、砂防施設台帳に記載の無い施設が確認
されたため、契約数量を変更したい。

４回目

平成３０年１０月３０日
平成３０年１０月３０日
～平成３１年４月２０日

8,532,000

復旧延長　Ｌ＝１４．０ｍ（右岸Ｌ＝１４．０ｍ　左岸Ｌ＝６．４ｍ）
　護岸工　練ブロック張工　右岸　Ｌ＝１３．４ｍ　ＳＬ＝４．０ｍ　Ａ＝５３ｍ2
　　　　　　　　　　　　　左岸　Ｌ＝　５．８ｍ　ＳＬ＝４．０ｍ　Ａ＝２３ｍ2
　小口止工　Ｎ＝４箇所
　雑工（練ブロック張工）　Ｎ＝４箇所
　工事用道路（Ｗ＝３．３ｍ）　Ｌ＝１２３．５ｍ
　大型土のう工　Ｎ＝８袋　　仮排水管φ６００　Ｌ＝３１ｍ

－ （当初）

平成３１年４月１６日
平成３０年１０月３０日
～平成３１年４月２０日

7,513,560

復旧延長　Ｌ＝１４．０ｍ（右岸Ｌ＝１４．０ｍ　左岸Ｌ＝６．４ｍ）
　護岸工　練ブロック張工　右岸　Ｌ＝１３．４ｍ　ＳＬ＝４．０ｍ　Ａ＝５３ｍ2
　　　　　　　　　　　　　左岸　Ｌ＝　５．８ｍ　ＳＬ＝４．０ｍ　Ａ＝２３ｍ2
　小口止工　Ｎ＝４箇所
　雑工（練ブロック張工）　Ｎ＝４箇所
　工事用道路（Ｗ＝３．３ｍ）　Ｌ＝１２３．５ｍ
　大型土のう工　Ｎ＝８袋

既設ブロックの形状が設計と異なっていたため、現状に合わ
せ、ブロック取り壊し数量を変更したい。

１回目

第砂工河災42
号

公共　河川災害復旧事
業（債務）

一級河川 木曽川水系
深町川　揖斐郡  池田

町　八幡地内
土木一式 （株）矢野建材建設

岐阜県揖斐郡池田町
市橋８８２－１

第砂委砂長F
号

公共　総合流域防災事
業（砂防設備長寿命
化）　砂防施設点検

普通河川 ナンノ谷他
揖斐郡  揖斐川町　坂

内川上　他
河川 （株）興栄コンサルタント

岐阜県岐阜市中鶉４ー
１１

第砂委砂長E
号

公共　総合流域防災事
業（砂防設備長寿命
化）　砂防施設点検

普通河川 月尾谷他
揖斐郡　揖斐川町　小

津　他
河川 （株）興栄コンサルタント

岐阜県岐阜市中鶉４ー
１１

第維委48－A2
－BR－3－B1

号

公共　防災・安全交付
金（トンネル・橋梁点検

調査）（債務）委託

一般国道 ３０３号　他
揖斐郡  揖斐川町　東

横山　他
鋼構造 （株）三進

岐阜県大垣市二葉町
７ー１２
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【公表様式】

平成３０年１０月３０日
平成３０年１０月３０日
～令和元年７月１日

30,132,000

河災４１号（高知川）　復旧延長　Ｌ＝４０．０ｍ（右岸Ｌ＝４０．０ｍ）
　護岸工　練ブロック積工　Ｌ＝３８．８ｍ　ＳＬ＝４．７ｍ　Ａ＝１８１ｍ２
　小口止工　Ｎ＝１箇所　　排水工　縦溝工　Ｎ＝１箇所　縦排水路　Ｌ＝３．４ｍ
　雑工　すり付け工　Ｎ＝１箇所
砂災４３号（月尾谷）　復旧延長　Ｌ＝５．０ｍ（左岸Ｌ＝５．０ｍ）
　護岸工　練石積工　Ｌ＝４．４ｍ　ＳＬ＝３．２ｍ　Ａ＝１４ｍ２
　小口止工　Ｎ＝２箇所　　雑工（練石積工）　Ｎ＝２箇所

－ （当初）

令和元年６月１７日
平成３０年１０月３０日
～令和元年７月１日

26,636,040

河災４１号（高知川）　復旧延長　Ｌ＝４０．０ｍ（右岸Ｌ＝４０．０ｍ）
　護岸工　練ブロック積工　Ｌ＝３８．８ｍ　ＳＬ＝４．７ｍ　Ａ＝１８１ｍ２
　小口止工　Ｎ＝１箇所　　排水工　縦溝工　Ｎ＝１箇所　縦排水路　Ｌ＝３．４ｍ
　雑工　すり付け工　Ｎ＝１箇所
砂災４３号（月尾谷）　復旧延長　Ｌ＝５．０ｍ（左岸Ｌ＝５．０ｍ）
　護岸工　練石積工　Ｌ＝４．４ｍ　ＳＬ＝３．２ｍ　Ａ＝１４ｍ２
　小口止工　Ｎ＝２箇所

工事用道路材料や大型土のう中詰材は、購入土の使用を
予定していたが、他工事からの流用が可能となったため、流
用土へ変更したい。

１回目

平成３０年１１月１日
平成３０年１１月１日～
平成３１年３月２０日

15,934,665

落石対策測量設計業務
　測量業務
　　現地測量　Ａ＝０．０６４９ｋｍ２
　　路線測量　Ｌ＝０．３７ｋｍ
　　用地測量　Ａ＝０．０５６４ｋｍ２
　設計業務
　　浮石・転石調査　Ｎ＝２箇所

－ （当初）

平成３０年１２月２７日
平成３０年１１月１日～
平成３１年３月２０日

15,087,600

落石対策測量設計業務
　測量業務
　　現地測量　Ａ＝０．０５８５ｋｍ２
　　路線測量　Ｌ＝０．１７ｋｍ
　　用地測量　Ａ＝０．０５６４ｋｍ２
　設計業務
　　浮石・転石調査　Ｎ＝２箇所

（１）イ　他事業との関連による場合
・C254A291工区について、他事業により測量した成果が存
在することが判明したことから、重複する範囲の測量作業を
中止することとしたい。

１回目

平成３１年３月２２日
平成３０年１１月１日～
令和元年９月２５日

15,894,360

落石対策測量設計業務
　測量業務
　　現地測量　Ａ＝０．０５８５ｋｍ２
　　路線測量　Ｌ＝０．１７ｋｍ
　　用地測量　Ａ＝０．０５６４ｋｍ２
　設計業務
　　浮石・転石調査　Ｎ＝２箇所

（１）オ　用地条件や地元との協議に基づく場合
・C303A706工区について、測量業務実施にあたり、久瀬振
興事務所経由で、地元区長に対し、業務内容の説明及び現
地立ち入りのお願いをしたところ、立入りについては難色を
示していたが、その後も粘り強く交渉を続けたところ、概ね内
諾を得ることができ、業務再開の目途はたったものの、この
間不測の日数を生じたことから、契約期間を下記のとおり変
更したい。
　（変更前）　平成３０年１１月１日　～　平成３１年３月２９日
　（変更後）　平成３０年１１月１日　～　平成３１年９月２５日

・C254A291工区について、用地測量のうち、権利者確認調
査及び土地の登記記録調査を追加することとしたい。

３回目

令和元年９月３日
平成３０年１１月１日～
令和元年１２月２０日

18,548,660

落石対策測量設計業務
　測量業務
　　現地測量　Ａ＝０．０５８５ｋｍ２
　　路線測量　Ｌ＝０．１７ｋｍ
　　用地測量　Ａ＝０．０５８３ｋｍ２
　設計業務
　　浮石・転石調査　Ｎ＝２箇所

（１）ア　自然現象、その他不可抗力による場合
・落石の発生したC040A268工区について、別業務による概
略調査の結果、地上高70m付近に、大量に土石が堆積し不
安定化していることが判明した。これらは一斉に落下する恐
れがあり緊急を要することから、この発生源を特定するた
め、クライミング調査を実施することとしたい。

・また、上記作業の追加に伴い、工期を次のとおり変更した
い。
（変更前）平成３０年１１月１日　～　令和元年　９月２５日
（変更後）平成３０年１１月１日　～　令和元年１２月２０日

４回目

第砂工通砂3-
1号

公共　防災・安全交付
金（通常砂防事業）（翌
債）

普通河川　井振谷　揖
斐郡  池田町　片山地
内

土木一式 （株）久保田工務店
岐阜県揖斐郡揖斐川
町三輪５２１－１

平成３０年１２月７日
平成３０年１２月７日～
令和元年８月８日

32,940,000

付替林道工
　施工延長Ｌ＝２３５．６ｍ　Ｗ＝２．８０ｍ
　　切土工　　　　　　　　Ｖ＝１，９５０ｍ2
　　コンクリート吹付工　　Ａ＝　 ２９８ｍ2
　　植生工　　　　　　　　Ａ＝１，５５０ｍ2

－ （当初）

第砂工通砂3-
1号

公共　防災・安全交付
金（通常砂防事業）（翌
債）

普通河川　井振谷　揖
斐郡  池田町　片山地
内

土木一式 （株）久保田工務店
岐阜県揖斐郡揖斐川
町三輪５２１－１

令和元年７月２５日
平成３０年１２月７日～
令和元年８月８日

29,473,200

付替林道工
　施工延長Ｌ＝２２４．２ｍ　Ｗ＝２．８０ｍ
　　切土工　　　　　　　　Ｖ＝１，９３０ｍ3
　　コンクリート吹付工　　Ａ＝　 ２９８ｍ2
　　植生工　　　　　　　　Ａ＝１，１４０ｍ2

付替林道の土工事において、軟弱地盤のためダンプトラック
による運搬が困難なため、キャリーダンプによる運搬とし、積
み替えて搬出したい。

１回目

第維委災防
43-042-B1-S3

号

公共　防災・安全交付
金（災害防除）他　　落
石対策測量設計業務

（株）テイコク
岐阜県岐阜市橋本町

２ー８

第砂工河災
41・砂工砂災

43号

公共　河川災害復旧事
業・砂防設備災害復旧

事業（債務）

一級河川 高知川他
揖斐郡  揖斐川町　小

津地内
土木一式 揖斐昭和建設（株）

岐阜県揖斐郡揖斐川
町上南方１８９６‐１

一般国道 ３０３号　他
揖斐郡  揖斐川町　樫

原　他　地内
道路
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【公表様式】

平成３０年１１月２７日
平成３０年１１月２７日
～平成３１年３月２０日

14,364,000

施工延長　Ｌ＝６６．３ｍ　Ｗ＝５．５（９．０）ｍ
（第１工区）
　舗装工　　　　歩道舗装（再生砕石３０～０）　Ａ＝１０３ｍ２
　　　　　　　　乗入舗装（再生密粒度Ａｓ）　　Ａ＝１０ｍ２
　排水構造物工　可変側溝　　　　　　　　　　　Ｌ＝６１．３ｍ
　付属施設工　　仮設防護柵工　　　　　　　　　Ｎ＝１式
　　　　　　　　区画線工　　　　　　　　　　　Ｎ＝１式

－ （当初）

平成３１年３月２２日
平成３０年１１月２７日
～令和元年６月２８日

15,799,320

施工延長　Ｌ＝６６．３ｍ　Ｗ＝５．５（９．０）ｍ
（第１工区）
　舗装工　歩道路盤（再生砕石３０～０）　　　　Ａ＝１０３ｍ２
　乗入舗装（再生密粒度Ａｓ）　Ａ＝１０ｍ２　車道舗装工　Ａ＝１４ｍ２
　排水構造物工　可変側溝　　　　　　　　　　　Ｌ＝６１．３ｍ
　　　　　　　　ＰＵ３　Ｂ３００－Ｈ３００　　Ｌ＝３０．０ｍ
　付属施設工　　仮設防護柵工　Ｎ＝１式　区画線工　Ｎ＝１式

（２）オ　建設廃材及び建設発生土の数量、処理方法、処理
場の変更等による場合
・空石積撤去工において、当初は撤去した石積は建設発生
土として処分する予定としていたが、現地調査の結果、玉石
にモルタルが付着しているため予定地での処分が不可能と
なった。そのため、コンクリート殻として処分したい。

（２）ク　その他確認困難な要因、誤測等やむを得ない場合
・現地精査の結果、Ｎｏ．１（Ｒ）付近の盛土施工により排水
暗渠を防ぐことが判明した。そのため西側の側溝を流れる排
水の流末を確保するためＰＵ３側溝を敷設する。

上記作業の追加に伴い、工期を下記のとおり変更したい。
　（変更前）　平成３０年１１月２７日　～　平成３１年３月２７
日
　（変更後）　平成３０年１１月２７日　～　平成３１年６月２８
日

２回目

令和元年７月２２日
平成３０年１１月２７日
～令和元年７月３１日

15,559,560

施工延長　Ｌ＝１６０．０ｍ　Ｗ＝５．５（９．０）ｍ
（第１工区）
　舗装工　歩道路盤（再生砕石３０～０）　　　　Ａ＝１０３ｍ２
　乗入舗装（再生密粒度Ａｓ）　Ａ＝　０ｍ２　車道舗装工　Ａ＝３５６ｍ２
　排水構造物工　可変側溝　　　　　　　　　　　Ｌ＝６１．３ｍ
　　　　　　　　ＰＵ３　Ｂ３００－Ｈ３００　　Ｌ＝０ｍ
　付属施設工　　仮設防護柵工　Ｎ＝１式

（１）イ　他事業との関連による場合
・置き基礎式ガードレールについては、当初は新設による設
置を予定していたが工事発注後に他事業から発生した製品
を一部再利用できることが判明したため製品の購入を一部
減じたい。

（２）ク　その他確認困難な要因、誤測等やむを得ない場合
・No.0付近の既設床板付近の歩道部を掘削したところ、既設
の橋梁部と床板とに隙間が生じていることが判明したため、
埋設型ジョイントを施工して隙間を解消したい。

（２）オ　建設廃材及び建設発生土の数量、処理方法、処理
場の変更等による場合
・建設廃材については、現地掘削の結果、当初予定数量と
差異が生じたため実績に合わせ変更を行いたい。

４回目

平成３０年１２月２１日
平成３０年１２月２１日
～令和元年９月２６日

41,040,000

施工延長L＝306．3m　　幅員W＝8．0（18．0）m
　舗装工　　車道舗装工　　　　　 A＝777m2
　擁壁工　　プレキャストL型擁壁　N＝1式（L＝86m）
　防護柵工　ガードパイプ　　　　 L＝227m － （当初）

令和元年８月６日
平成３０年１２月２１日
～令和元年９月２６日

44,384,760

施工延長L＝321．5m　　幅員W＝8．0（18．0）m
　舗装工　　車道舗装工　　　　　 A＝1020m2
　擁壁工　　プレキャストL型擁壁　N＝1式（L＝86m）
　防護柵工　ガードパイプ　　　　 L＝250m

○当該箇所の供用開始に伴い、県道と町道との取付道路よ
り外のスペース（将来的な都市計画道路敷）について、揖斐
川町及び地元から雑草対策に配慮してもらいたいとの要望
があったため、取付道路外舗装を増工したい。
○下岡島地内の道路拡幅事業（和田工区）において、買収
済用地の適切な揖維持管理のため、舗装工を増工したい。

１回目

第一建設（株）
岐阜県揖斐郡池田町

段２９－３

第建工街路10
－1号

県単　街路事業（債務）
道路改良工事

都市計画道路 大野揖
斐川線　揖斐郡  揖斐

川町　三輪地内
土木一式 西濃建設（株）

岐阜県揖斐郡揖斐川
町上ミ野１２８

公共　交通安全施設等
整備事業（交付金事業
分）他　　歩道整備事業

第維工交安
43-A058-1号

他

一般国道 ４１７号　他
揖斐郡  池田町　粕ケ

原　他　地内
土木一式
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【公表様式】

平成３０年１２月１１日
平成３０年１２月１１日
～令和元年５月２４日

10,562,400

復旧延長　Ｌ＝３０．０ｍ　Ｗ＝５．５（６．５）ｍ
掘削工　Ｖ＝１３０ｍ３
簡易吹付法枠工　Ａ＝２００ｍ２
落石防護柵復旧工　Ｌ＝３０ｍ － （当初）

平成３１年４月８日
平成３０年１２月１１日
～令和元年５月２４日

10,650,960

復旧延長　Ｌ＝３０．０ｍ　Ｗ＝５．５（６．５）ｍ
掘削工　Ｖ＝１１０ｍ３
簡易吹付法枠工　Ａ＝２２９ｍ２
落石防護柵復旧工　Ｌ＝３０ｍ

（２）ク　その他確認困難な要因、誤測等やむを得ない場合
・起工測量の結果、当初設計と差異が生じたため、現況に
合わせ土量を変更したい。また、法面保護工については、立
木を撤去後の法面に合わせ、吹付工の割り付け面積を変更
したい。
・仮設防護柵（ガードワン）については、現況道路の幅員が
狭く、作業ヤードが確保できないため不施工としたい。

１回目

平成３０年１２月１１日
平成３０年１２月１１日
～平成３１年４月２４日

6,318,000

復旧延長　Ｌ＝７．３ｍ　Ｗ＝３．８（４．８５）ｍ
　土工　Ｖ＝４０ｍ３
　吹付枠工（Ｆ３００　２０００×２０００）　Ａ＝７６ｍ２
　雑工（ポケット式落石防護網）　Ａ＝９０ｍ２ － （当初）

平成３１年４月１５日
平成３０年１２月１１日
～平成３１年４月２４日

5,811,480

復旧延長　Ｌ＝６．４ｍ　Ｗ＝３．８（４．８５）ｍ
　土工　Ｖ＝２６ｍ３
　吹付枠工（Ｆ３００　２０００×２０００）　Ａ＝６６ｍ２
　雑工（ポケット式落石防護網）　Ａ＝９０ｍ２
　すりつけ工（コンクリート吹付）　Ａ＝３２ｍ２

（２）ウ　土質・地質の確認に基づく場合
・表土を除去したところ、起点付近に堅固な岩盤が露出した
ことから、施工範囲の一部を不施工としたい。また、終点付
近においても表土除去の結果、当初想定と異なる地質であ
ることが判明したことから施工範囲の一部について工法を変
更することとしたい。

（２）オ　建設廃材及び建設発生土の数量、処理方法、処理
場の変更等による場合
・当初予定していた残土処理場について、受け入れが不可
能になったことから残土処理場を変更することとしたい。

（２）ク　その他確認困難な要因、誤測等やむを得ない場合
・法面調査の結果、撤去再設置対象のロープ金網の規格が
仕様と異なっていることが判明したことから、現況規格にて
施工することとしたい。

１回目

平成３１年１月１１日
平成３１年３月１日～令
和元年１０月１日

18,522,000

　道路改良　Ｌ＝２０ｍ　Ｗ＝４．３～５．１ｍ
　　土　工　掘削工　　　　　　　　　　　 Ｎ＝１．０式
　　法面工　コンクリート吹付工（t＝15*）　Ａ＝１４９*
　　　　　　地山補強土工（Ｄ19・L＝3．0ｍ）Ｎ＝７０本
　

－ （当初）

令和元年８月２９日
平成３１年３月１日～令
和元年１０月１日

18,766,080

　道路改良　Ｌ＝２０ｍ　Ｗ＝４．３～５．１ｍ
　　土　工　掘削工　　　　　　　　　　　 Ｎ＝１．０式
　　法面工　コンクリート吹付工（t＝15*）　Ａ＝１４９*
　　　　　　地山補強土工（Ｄ19・L＝3．0ｍ）Ｎ＝７０本
　

○既設コンクリート吹付と整合のため、新設コンクリート吹付
工を既設吹付へ擦り付ける計画
だったが既設吹付面にコケ等が付着しており新設吹付が既
設吹付に馴染まないため、法面清掃
１０３ｍ２を増工しコケ等を除去したい。
○地山補強土工（アンカー工法）にて地山削孔を実施したと
ころ、当初計画していた岩質より
良好で破砕帯等が無い岩盤層を確認することができた。こ
のため削孔壁が自立することから
二重管方式の７０本内２０本を単管方式に変更としたい。ま
た、単管方式を採用することで
無足場削孔がクローラ式ボーリングマシンによる削孔が可
能となったため、クローラ式ボーリング
マシンによる削孔２０本に増工したい。
○今回の斜面掘削により視距が改良されたため、前後区間
を含めカーブの形状に合わせた交通安全施設の設置が必
要となった。このためカーブミラー１基（既存撤去→新設）、
線形誘導標１０枚
（新設）を増工したい。

１回目

第建工道改3
－4－1号

県単　道路新設改良
（債務）　道路改良工事

一般県道 神原西津汲
線揖斐郡  揖斐川町

東津汲地内
土木一式 揖斐昭和建設（株）

岐阜県揖斐郡揖斐川
町上南方１８９６‐１

第維工道災
385号

公共　道路災害復旧事
業（債務）

一般国道 ３０３号　　揖
斐郡  揖斐川町　坂内

坂本地内
土木一式 （株）久保田工務店

岐阜県揖斐郡揖斐川
町三輪５２１－１

第維工道災
386号

公共　道路災害復旧事
業（債務）

主要地方道 山東本巣
線　　揖斐郡  揖斐川

町　外津汲地内
土木一式 揖斐昭和建設（株）

岐阜県揖斐郡揖斐川
町上南方１８９６‐１
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【公表様式】

平成３１年２月１５日
平成３１年２月１５日～
令和元年１１月１１日

44,820,000

飛鳥川橋　鋼単純上路トラス橋　L＝55．8m W＝6．0m
　橋梁用防護柵取替工　L＝111．2m（L側　55．6m　R側　55．6m）
　伸縮装置取替工　L＝12．5m（A1橋台　6．0m　A2橋台　6．5m）
　断面修復工　V＝0．27m3
　支承部水掛かり対策工　1式
　足場工　1式

－ （当初）

令和元年１１月１日
平成３１年２月１５日～
令和元年１１月１１日

49,220,000

飛鳥川橋　鋼単純上路トラス橋　L＝55．8m W＝6．0m
　橋梁用防護柵取替工　L＝111．2m（L側　55．6m　R側　55．6m）
　伸縮装置取替工　L＝12．5m（A1橋台　6．0m　A2橋台　6．5m）
　断面修復工　V＝0．32m3
　支承部水掛かり対策工　1式　親柱補修工　１式
　足場工　1式

（２）ク
・起工測量の結果、設計時より地覆・床版並びに橋台の断
面補修範囲が増加していたため増工したい。また、親柱に
ついても補修が必要なことが判明したため増工したい。
・増工に伴い通行規制日数が増加することから、交通誘導
員を増額したい。

１回目

平成３０年１２月２５日
平成３０年１２月２５日
～平成３１年３月２２日

14,936,346

除石工
　大谷工区　Ｖ＝４，８００ｍ3

－ （当初）

令和元年６月６日
平成３０年１２月２５日
～令和元年６月２０日

16,378,200

除石工
　大谷工区　Ｖ＝４，０００ｍ3

ＩＣＴ活用工事にて施工することとしたため、除石数量の変更
で対応したい。

２回目

平成３０年１２月２５日
平成３０年１２月２５日
～平成３１年３月２２日

39,117,600

下磯逆水樋門
　門柱耐震補強工　　　　Ｎ＝１式
　機側操作盤更新工　　　Ｎ＝１式
　上屋改築工　　　　　　Ｎ＝１式
樋管工
　スイングゲート修繕　　Ｎ＝１門

－ （当初）

令和２年２月１２日
平成３０年１２月２５日
～令和２年３月１９日

39,600,500

下磯逆水樋門
　門柱耐震補強工　　　　Ｎ＝１式
　機側操作盤更新工　　　Ｎ＝１式
　上屋改築工　　　　　　Ｎ＝１式
樋管工
　スイングゲート修繕　　Ｎ＝４門

河川管理施設点検結果において、次期出水期までに対策を
要する施設が存在することが判明したことから、緊急的に修
繕作業を追加したい。合わせて工期を延期したい。

５回目

平成３０年１２月２５日
平成３０年１２月２５日
～令和元年６月１２日

15,660,000

1工区　小津橋　ＲＣ単純Ｔ桁橋　L＝22．06m　W＝4．5m
　　　　 橋面防水工　A＝100m2　舗装打替工　A＝96m2
　　　　 断面補修工　V＝0．3m3
　　　   足場工　1式
2工区　飛鳥川橋側道橋　鋼単純箱桁橋　L＝55．8m　W＝2．0m
　　　　 伸縮装置取替工　L＝4．0m
3工区　椿井野橋　鋼ラーメン橋　L＝80．4m W＝8．5m

－ （当初）

令和元年６月５日
平成３０年１２月２５日
～令和元年６月１２日

16,655,760

1工区　小津橋　ＲＣ単純Ｔ桁橋　L＝22．06m　W＝4．5m
　　　　 橋面防水工　A＝ 99m2　舗装打替工　A＝96m2
　　　　 断面補修工　V＝0．4m3
　　　   足場工　1式
2工区　飛鳥川橋側道橋　鋼単純箱桁橋　L＝55．8m　W＝2．0m
　　　　 伸縮装置取替工　L＝4．0m
3工区　椿井野橋　鋼ラーメン橋　L＝80．4m W＝8．5m

（２）ク
・起工測量の結果、設計時より床版等の断面補修範囲が増
加するため、増工し対応したい。橋面舗装厚が想定より薄
かったため橋面舗装工を減工したい。

１回目

第維工48-039
号、第維工48-

030-2号

公共　橋りょう補修費工
事・県単　橋りょう維持
修繕指定修繕工事（債

務）

一般県道　神原西津汲
線・一般国道 ３０３号揖
斐郡  揖斐川町　小津・

北方　他　地内

土木一式 （株）ヤマモト
岐阜県揖斐郡揖斐川
町大字三倉１３３－１

第河工河修8・
河修補1号

県単　河川維持修繕事
業　県単　河川維持修
繕事業（暮らしの安全・

安心確保対策）

木曽川水系 三水川
揖斐郡  大野町　大字

下磯　他　地内
土木一式 （株）山辰組

岐阜県揖斐郡大野町
大字稲畑２０３－１

第砂工緊土補
3号

県単　緊急土石流対策
砂防事業（暮らしの安
全・安心確保対策）

普通河川 大谷　揖斐
郡  池田町　願成寺

地内
土木一式 第一建設（株）

岐阜県揖斐郡池田町
段２９－３

第維工48－
030－1号

公共　橋りょう補修費
工事　・　県単　橋りょう
維持修繕指定修繕工
事（債務）飛鳥川橋工

事

一般国道 ３０３号揖斐
郡  揖斐川町　北方

地内
と土コ

（株）東亜製作所　岐阜
支店

岐阜県羽島郡岐南町
平成５ー２９
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【公表様式】

平成３１年１月１８日
平成３１年１月１８日～
令和元年１０月１４日

45,360,000

万代橋　単純合成鈑桁橋　L＝136．79m W＝6．0（7．35）m
　橋梁用防護柵取替工　L＝275．6m
　　　　　　　　左側　L＝135．3m　右側　L＝140．3m
　親柱補修工　４箇所
　仮設ガードレール工　L＝155．0m
　

－ （当初）

令和元年１０月１日
平成３１年１月１８日～
令和元年１０月１４日

47,309,200

万代橋　単純合成鈑桁橋　L＝136．79m W＝6．0（7．35）m
　橋梁用防護柵取替工　L＝275．8m
　　　　　　　　左側　L＝135．5m　右側　L＝140．3m
　親柱補修工　４箇所
　仮設ガードレール工　L＝150．0m
　

（２）ク
・樹脂アンカー数量について、数量の相違があった為変更し
たい。
・交通誘導員について、規制条件で徐行要員の配置が必要
となったため、４人配置に変更したい。
・現場環境改善計画が提出されたことに基づき、２基の快適
トイレ損料を計上したい。

１回目

平成３０年１２月２７日
平成３０年１２月２７日
～令和元年６月２４日

3,596,400

機械ボーリング　　　　　　N＝2箇所

－ （当初）

令和元年５月２１日
平成３０年１２月２７日
～令和元年６月２４日

3,702,240

機械ボーリング　　　　　　N＝2箇所
○ボーリング調査位置が確定したことにより、傾斜地足場を
平坦足場に変更したい。
○当初はボーリング調査を２０ｍ（１０ｍ×２か所）としていた
が、安定した地盤が
確認できなかったため、せん孔深度を２６ｍに変更したい。

２回目

平成３１年１月８日
平成３１年１月８日～令
和元年７月２６日

14,094,000

　舗装工　　　　　　　　　　　A＝1，860m2
　ガードレール設置・撤去工　　L＝92m
　区画線工（実線）　　　　　　L＝2，572m
　区画線工（破線）　　　　　　L＝631m － （当初）

令和元年６月１７日
平成３１年１月８日～令
和元年７月２６日

15,386,760

　舗装工　　　　　　　　　　　A＝2,038m2
　ガードレール設置・撤去工　　L＝98m
　区画線工（実線）　　　　　　L＝2，409m
　区画線工（破線）　　　　　　L＝245m

○施工延長について、現地調査の結果、起点側Ｌ＝５１．３
ｍの舗装が劣化しているため、
打替を追加して行いたい。

１回目

平成３１年１月８日
平成３１年３月１日～令
和元年１２月１０日

18,576,000

施工延長　L＝180m W＝5．5（7．5）m
　土工　　　　　　　掘削　　　　　　　　V＝330m3
　法面工　　　　　　防草コンクリート　　A＝283m2
　排水構造物工　　　Ｌ型側溝　　　　　　L＝180m
　舗装工　　　　　　表層工　　　　　　　A＝1340m2

－ （当初）

令和２年２月２０日
平成３１年３月１日～令
和２年３月１３日

21,269,900

施工延長　L＝180m W＝5．5（7．5）m
　土工　　　　　　　掘削　　　　　　　　V＝440m3
　法面工　　　　　　防草コンクリート　　A＝279m2
　排水構造物工　　　Ｌ型側溝　　　　　　L＝180m
　舗装工　　　　　　表層工　　　　　　　A＝1440m2

〇県道の交通規制において、当初は信号による片側交互通
行にて施工する予定でしたが、
幅員が狭くカーブで見通しも悪いことから、施工現場の両側
に交通誘導員を配置し施工したい。
〇現道部分は切削して復旧することとしていたが、現地精査
の結果、現道部分の既設舗装が
５ｃｍ、路盤が１０ｃｍしかない箇所が判明した。舗装構成が
不足するため、既設Ａｓ舗装
５ｃｍの範囲において、下層路盤及び上層路盤の増工をした
い。

２回目

第建工道改3
－13－2号

県単　道路新設改良
（債務）道路改良工事

一般県道 根尾谷汲大
野線揖斐郡  大野町

大字稲富地内
土木一式 （株）山辰組

岐阜県揖斐郡大野町
大字稲畑２０３－１

第建工道改3
－1－4号

県単　道路新設改良
（債務）舗装工事

一般県道 川合垂井線
揖斐郡  揖斐川町　春
日川合（古屋工区）地

内

舗装 加藤建設（株）
岐阜県揖斐郡揖斐川

町春日小宮神１１５８－
１

第建委Z30－
A502－B号

公共　道路新設改良
（ゼロ県債）地質調査

業務

一般県道 根尾谷汲大
野線揖斐郡　揖斐川町
谷汲長瀬　～　大野町

稲富　地内

地質調査
東邦地水（株）　岐阜営

業所
岐阜県岐阜市鏡島２８

７３番地２２

第維工橋修１
号

県単　橋りょう維持修繕
指定修繕（債務） 万代

橋工事

主要地方道 山東本巣
線揖斐郡  揖斐川町

谷汲長瀬　地内
と土コ 篠田（株）

岐阜県岐阜市竜田町
２ー２
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【公表様式】

平成３０年１２月２５日
平成３０年１２月２５日
～平成３１年３月２０日

10,314,000

施工延長　Ｌ＝５０ｍ
落石対策施設復旧工
　落石防止網撤去工　Ｌ＝３０ｍ　ＳＬ＝１０ｍ　Ａ＝３００ｍ２
　落石防止網設置工　Ｌ＝３０ｍ　ＳＬ＝１０ｍ　Ａ＝３００ｍ２ － （当初）

平成３１年３月２７日
平成３０年１２月２５日
～令和元年５月３１日

11,187,720

施工箇所01　施工延長　Ｌ＝４８．８ｍ
　落石対策施設復旧工
　　落石防止網撤去工　Ｌ＝３０ｍ　ＳＬ＝１０ｍ　Ａ＝３００ｍ２
　　落石防止網設置工　Ｌ＝３０．１ｍ　ＳＬ＝９．８～１１．０ｍ　Ａ＝３０８ｍ２
施工箇所02　施工延長　Ｌ＝３１ｍ
　落石防護工
　　落石防止網設置工　Ｌ＝２１ｍ　ＳＬ＝１０ｍ　Ａ＝２１０ｍ２

（１）ア　自然現象、その他不可抗力による場合
・施工箇所02は、平成３０年２月２７日に落石があったため、
応急対策を施し経過観察としていたが、現地調査を行ったと
ころ、法面上の転石の不安定化が進行していることが判明
し、緊急を要するため、落石防護工を追加することとしたい。

（１）イ　他事業との関連による場合
・施工箇所01のうち、ポケット式落石防護網の一部の材料に
ついては、他事業により調達することとしたい。

（２）ウ　土質・地質の確認に基づく場合
・現地調査を行ったところ、地形条件から、当初計画してい
たアンカーでは設置が不可能であることが判明したため、使
用するアンカーの種類を変更することとしたい。

上記変更に伴い、工期を下記のとおり変更したい。
（変更前）　平成３０年１２月２５日　～　平成３１年３月２７日
（変更後）　平成３０年１２月２５日　～　平成３１年５月３１日

２回目

令和元年５月２１日
平成３０年１２月２５日
～令和元年５月３１日

11,261,160

施工箇所01　施工延長　Ｌ＝４８．８ｍ
　落石対策施設復旧工
　　落石防止網撤去工　Ｌ＝３０ｍ　ＳＬ＝１０ｍ　Ａ＝３００ｍ２
　　落石防止網設置工　Ｌ＝３０．１ｍ　ＳＬ＝９．８～１１．０ｍ　Ａ＝３０８ｍ２
施工箇所02　施工延長　Ｌ＝４１．４ｍ
　落石防護工
　　落石防止網設置工　Ｌ＝２１ｍ　ＳＬ＝１０ｍ　Ａ＝２０７ｍ２

（２）ウ　土質・地質の確認に基づく場合
・現地調査を行ったところ、地形条件から、当初計画してい
たアンカーでは設置が不可能であることが判明したため、使
用するアンカーの種類を変更することとしたい。

３回目

平成３０年１２月２７日
平成３０年１２月２７日
～令和元年５月２５日

6,804,000

道路防災点検（履歴点検等）業務
　履歴点検　　　　　Ｎ＝１３４箇所
　安定度再調査　　　Ｎ＝２箇所
　落石発生箇所調査　Ｎ＝１２箇所 － （当初）

令和元年５月１３日
平成３０年１２月２７日
～令和元年９月２５日

6,963,840

道路防災点検（履歴点検等）業務
　履歴点検　　　　　Ｎ＝１３３箇所
　安定度再調査　　　Ｎ＝５箇所
　落石発生箇所調査　Ｎ＝１２箇所

（２）エ　その他確認困難な要因、誤測等やむを得ない場合
・資料整理の結果、一般国道４１７号の一部の工区につい
て、横山鶴見バイパス完成に伴う、区間の見直しを行う必要
があることが判明したため、防災カルテＡなどの修正作業を
追加することとしたい。

また、上記作業の追加に伴い、工期を次のとおり変更した
い。
（変更前）平成３０年１２月２７日　～　令和元年５月２５日
（変更後）平成３０年１２月２７日　～　令和元年９月２５日

２回目

令和元年９月２日
平成３０年１２月２７日
～令和元年９月２５日

6,860,160

道路防災点検（履歴点検等）業務
　履歴点検　　　　　Ｎ＝１３３箇所
　安定度再調査　　　Ｎ＝５箇所
　落石発生箇所調査　Ｎ＝４箇所

（２）エ　その他確認困難な要因、誤測等やむを得ない場合
・落石が発生したC040A268工区における落石発生箇所調
査ついては、クライミングなどの特殊な資格無しでは登るこ
とのできないことから、UAVドローンを活用した調査に変更し
たい。
・落石発生箇所調査の実績回数が、当初想定数量より下
回ったため、減工することとしたい。

３回目

西建産業（株）
岐阜県揖斐郡揖斐川

町脛永１６４５－１

第維委災防
43-026-N2-S2

号

公共　防災・安全交付
金（災害防除）（ゼロ県
債）　道路防災点検（履

歴点検等）業務

一般国道 ４１７号　他
揖斐郡  揖斐川町　東

横山　他　地内
道路 （株）テイコク

岐阜県岐阜市橋本町
２ー８

第維工崩安9
号

県単　崩落決壊防止
（暮らしの安全・安心確
保対策費）落石対策施

設復旧工事

一般県道 根尾谷汲大
野線　　揖斐郡  揖斐
川町　谷汲高科地内

と土コ
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【公表様式】

平成３１年２月４日
平成３１年２月４日～令
和元年１１月３０日

178,200,000

新川尻橋撤去工　L=136.65m　W=5.5m
　ランガー橋発破工　N=1式
　橋脚発破工　N=1式　橋脚撤去工　コンクリート取壊工　V=687m3
　ランガー橋撤去工　RC床版撤去工　V=135m3　鋼材撤去工　W=223ｔ
　　　　　　　　　　アスファルト舗装撤去工　A=637m2
　合成桁撤去工　RC床版撤去工　V=32m3　鋼材撤去工　W=20t
　　　　　　　　アスファルト舗装撤去工　A=113m2

－ （当初）

令和２年３月１７日
平成３１年２月４日～令
和２年１１月３０日

199,328,800

新川尻橋撤去工　L=136.65m　W=5.5m
　ランガー橋発破工　N=1式
　橋脚発破工　N=1式　橋脚撤去工　コンクリート取壊工　V=687m3
　ランガー橋撤去工　RC床版撤去工　V=123m3　鋼材撤去工　W=223ｔ
　　　　　　　　　　アスファルト舗装撤去工　A=637m2
　合成桁撤去工　RC床版撤去工　V=28m3　鋼材撤去工　W=20t
　　　　　　　　アスファルト舗装撤去工　A=113m2

〇現地精査した結果、上部工撤去・床版切断にて切断機が
既設高欄に接触するため
計画位置に設置が出来ないことが判明した為、切断位置を
見直した。
このためランガー橋及び合成桁橋のＲＣ床版切断（クレーン
無）１０６４ｍを４７１ｍに
減工し、RC床版切断（クレーン使用）を５５２ｍに増工した
い。
〇切断時に発生する汚水及び汚水回収シートを建設廃棄と
処理する必要がある
ため、汚水処理４．０５ｔ、シート設置撤去・処分７２８ｍ２を増
工したい。
〇塗膜除去-塗膜廃材処理にて当初は「特定有害鉱さい」と
して処理を計上していたが、
岐阜県環境生活部廃棄物対策課の指導に基づき「特定有
害汚泥」として処理したく変更
したい。
〇仮設ヤード工・盛土にて、当初河川内の土砂を流用する
計画でいたが調査した結果、
泥土（コーン指数130KN/ｍ３）であることが判明した。
　このため、河川内の土砂では盛土材として流用することが
困難なため、他の工事から盛土材（流用土）4500ｍ３を搬入
することにしたい。
〇足場設置に伴い、立木が支障になることが判明したため
伐採工20本を増工したい。

２回目

令和３年２月５日
平成３１年２月４日～令
和３年３月１０日

202,622,200

新川尻橋撤去工　L=136.65m　W=5.5m
　ランガー橋発破工　N=1式
　
　ランガー橋撤去工　RC床版撤去工　V=123m3　鋼材撤去工　W=223ｔ
　　　　　　　　　　アスファルト舗装撤去工　A=637m2
　合成桁撤去工　RC床版撤去工　V=28m3　鋼材撤去工　W=20t
　　　　　　　　アスファルト舗装撤去工　A=113m2

事業計画の見直しにより橋脚撤去工を減工したい。また、河
川管理者との協議により仮設ヤードの形状等を変更したい。
これに伴い工期を延伸したい。

４回目

平成３１年２月８日
平成３１年２月８日～令
和元年１２月１９日

57,348,000

１工区（東横山　Ｃ４１７Ａ７３０）
　施工延長　Ｌ＝５８．１ｍ　Ｗ＝５．５（６．５）ｍ
　法面工　コンクリート吹付工　Ａ＝７５９ｍ２
　落石防止工　ポケット式落石防護網工　Ａ＝７０５ｍ２
　構造物撤去工　モルタル吹付とりこわし　Ａ＝５７１ｍ２
　　　　　　　　ポケット式落石防護網　Ａ＝４９５ｍ２
２工区（鶴見　Ｃ４１７Ａ０２７）

－ （当初）

令和元年１２月２日
平成３１年２月８日～令
和元年１２月１９日

59,509,500

１工区（東横山　Ｃ４１７Ａ７３０）
　施工延長　Ｌ＝５８．１ｍ　Ｗ＝５．５（６．５）ｍ
　法面工　コンクリート吹付工　Ａ＝８８８ｍ２
　落石防止工　ポケット式落石防護網工　Ａ＝３５６ｍ２
　構造物撤去工　モルタル吹付とりこわし　Ａ＝８５８ｍ２
　　　　　　　　ポケット式落石防護網　Ａ＝６９０ｍ２
２工区（鶴見　Ｃ４１７Ａ０２７）

（２）ク　その他確認困難な要因、誤測等やむを得ない場合
・起工測量に先立った法面清掃の際に、地山と思われた箇
所に既設モルタルが存在することが判明したことから撤去が
必要となったため、撤去数量を増工したい。

（１）カ　その他やむを得ない外的条件による場合
・緊急対応すべき修繕（落石防護柵の修繕、落石・崩土除
去、大型土のう設置、撤去・運搬）を行ったため増工したい。

（２）カ　諸経費調整に基づく場合
・週休二日制モデル工事を試行し間接工事費の補正対象と
なったため、増額したい。

３回目

西濃・久保田特定建設
工事共同企業体

西建産業（株）
岐阜県揖斐郡揖斐川

町脛永１６４５－１
第維工崩安1

号

県単　崩落決壊防止
（暮らしの安全・安心確
保対策費）他（債務）

一般国道 ４１７号　　揖
斐郡  揖斐川町　東横

山　他地内
と土コ

第建工道改
43-A505-1号

公共　道路新設改良
（ゼロ県債）旧橋撤去工

事

一般国道４１７号　揖斐
郡揖斐川町東横山～

西横山　地内
土木一式
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【公表様式】

平成３１年１月３１日
平成３１年２月７日～平
成３１年３月２２日

3,780,000

用地測量　8,000m2
面積計算　1,100m2
立竹木調査　350m2

－ （当初）

令和元年７月９日
平成３１年２月７日～令
和元年９月１３日

4,240,080

用地測量　12,500m2
面積計算　1,2000m2
立竹木調査　700m2

公共　道路災害防除事業　（一）川合垂井線の計画により丈
量測量及び物件調査を行ったところ、業務内容に差異が生
じたため、平成31年1月31日付委託契約に基づき変更契約
を行う。

３回目

平成３１年３月１日
令和１年５月１３日～令
和２年３月２２日

71,658,000

道路土工　　掘削工　V＝ 570ｍ3 盛土　V=370ｍ3
地盤改良工　路床安定処理工　　　　 A＝1500ｍ2
擁壁工　　　プレキャストＬ型擁擁壁 　L＝ 175ｍ
カルバート工　プレキャストボックス　 L＝  53ｍ
排水構造物工　自由勾配側溝　L=185ｍ
舗装工　　車道舗装　A=519ｍ2

－ （当初）

平成３１年３月２２日
令和１年５月１３日～令
和２年３月２２日

76,539,600

道路土工　　掘削工　V＝ 600ｍ3 盛土　V=420ｍ3
地盤改良工　路床安定処理工　　　　 A＝1500ｍ2
擁壁工　　　プレキャストＬ型擁擁壁 　L＝ 188ｍ
カルバート工　プレキャストボックス　 L＝  53ｍ
排水構造物工　自由勾配側溝　L=185ｍ
舗装工　　車道舗装　A=519ｍ2

○町道ＮＯ．－５付近左側Ｌ型擁壁を暫定施工し、町道交差
点付近の視距確保を行いたい。

１回目

令和２年３月１１日
令和１年５月１３日～令
和２年３月２２日

80,045,300

道路土工　　掘削工　V＝1160ｍ3 盛土　V=1110ｍ3
地盤改良工　路床安定処理工　　　　 A＝1957ｍ2
擁壁工　　　プレキャストＬ型擁擁壁 　L＝ 175ｍ
カルバート工　プレキャストボックス　 L＝  32ｍ
排水構造物工　自由勾配側溝　L=185ｍ
舗装工　　車道舗装　A=1240ｍ2

〇１２号横断暗渠の施工に伴い、既設排水路の撤去及び床
堀作業を行ったところ、
地下水による地山の浸食が発生し、隣接する道路や水田に
影響を及ぼすことが懸念されたため、
軽量鋼矢板を用いた仮設土留工を増工したい。また、矢板
の打ち込みによって発生する振動が、
近隣家屋等へ影響を及ぼす可能性があるため、振動影響
調査についても増工したい。

２回目

平成３１年２月１４日
平成３１年２月１４日～
平成３１年３月２２日

8,748,000

用地測量　　Ａ＝２５，０００ｍ2
面積測量　　Ａ＝　４，３００ｍ2
立竹木調査　Ａ＝　４，３００ｍ2

－ （当初）

令和元年１２月１７日
平成３１年２月１４日～
令和元年１２月１７日

6,293,160

用地測量　　Ａ＝２５，０００ｍ2
用地測量　　Ａ＝１４，３００ｍ2
面積測量　　Ａ＝　４，３００ｍ2
面積測量　　Ａ＝　３，４００ｍ2
立竹木調査　Ａ＝　４，３００ｍ2
立竹木調査　Ａ＝　３，４００ｍ2

公共　防災・安全交付金（災害防除）　主要地方道山東本巣
線工事の計画により、丈量測量及び物件
調査を行ったところ、業務内容に差異が生じたため、令和元
年１０月２５日付変更契約に基づき、再度、変更契約を行う。

４回目

平成３１年３月１５日
平成３１年４月１０日～
令和２年１月１９日

22,356,000

施工延長　L＝107．0m（NO．－1＋7．0～NO．5）
　本工事
　　道路土工　　　路床盛土　　　　　　　　V＝1，200m3
　　擁壁工　　　　プレキャストＬ型擁壁工　N＝1式（L＝115m）
　　排水構造物工　R1可変側溝　　　　　　　N＝1式（L＝ 38m）
　附帯工事
　　排水構造物工　集水桝　　　　　　　　　N＝4箇所

－ （当初）

令和元年９月１７日
平成３１年４月１０日～
令和２年１月１９日

21,814,920

施工延長　L＝106．7m（NO．－1＋7．0～NO．4+17.0）
　本工事
　　道路土工　　　路床盛土　　　　　　　　V＝1，100m3
　　擁壁工　　　　プレキャストＬ型擁壁工　N＝1式（L＝115m）
　　排水構造物工　R1可変側溝　　　　　　　N＝1式（L＝ 38m）
　附帯工事
　　排水構造物工　集水桝　　　　　　　　　N＝4箇所

・現場内発生土（耕土）について、当初は残土処理施設にて
処分する計画であったが、
揖斐川町谷汲振興事務所を通じて地元自治会と調整した結
果、耕土を受け入れてもらえる
ことになったため、受入先の変更に伴い減額したい。

２回目

第建工道改３
０－４－１号

県単　道路新設改良
（債務）道路改良工事

一般県道 本庄揖斐川
線揖斐郡  揖斐川町

清水地内
土木一式 （株）髙田組

岐阜県揖斐郡揖斐川
町清水１５７ー１

第維用委災防
43-047-B3-S1

号

公共　防災・安全交付
金（災害防除）用地測
量及び物件調査業務

主要地方道　山東本巣
線　揖斐郡揖斐川町外

津汲地内
測量 （株）テイコク

岐阜県岐阜市橋本町
２ー８

第建工道改３
０－３－１号

県単　道路新設改良
（債務）道路改良工事

主要地方道 岐阜巣南
大野線揖斐郡  大野町

大字麻生地内
土木一式 （株）山辰組

岐阜県揖斐郡大野町
大字稲畑２０３－１

第維用委災防
43-047-B4-号

公共　道路災害防除事
業　丈量測量及び物件

調査業務

（一）川合垂井線　揖斐
郡揖斐川町春日川合

地内
測量 （株）テイコク

岐阜県岐阜市橋本町
２ー８
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【公表様式】

平成３１年３月１５日
令和１年６月３日～令
和２年３月１３日

20,152,800

施工延長　Ｌ＝８９．３ｍ　Ｗ＝６．０（９．０）ｍ
　道路土工　　　路体盛土　Ｖ＝２１０ｍ3　路床盛土　Ｖ＝１５０ｍ3
　作業土工　　　機械床堀　Ｖ＝３１０ｍ3　機械埋戻　Ｖ＝２１０ｍ3
　カルバート工　フ゜レキャストホ゛ックス工　Ｌ＝３０ｍ　Ｂ＝１．０ｍ　Ｈ＝１．０ｍ
　排水構造物工　土留可変側溝（Ｂ４００）　Ｌ＝５０ｍ
　　　　　　　　管渠（台付管Ｂ４５０）　Ｌ＝７ｍ
　附帯工　　　　農業用パイプライン布設替工　Ｌ＝４２ｍ（φ１００）

－ （当初）

令和元年８月６日
令和１年６月３日～令
和２年３月１３日

19,591,200

施工延長　Ｌ＝５７．５ｍ　Ｗ＝６．０（９．０）ｍ
　道路土工　　　路体盛土　Ｖ＝１２０ｍ3　路床盛土　Ｖ＝２１０ｍ3
　作業土工　　　機械床堀　Ｖ＝２６０ｍ3　機械埋戻　Ｖ＝１７０ｍ3
　排水構造物工　土留可変側溝（Ｂ４００）　Ｌ＝５０ｍ
　　　　　　　　管渠（台付管Ｂ４５０）　Ｌ＝７ｍ
　舗装工　　　　表層工　Ａ＝１７６０ｍ２
　附帯工　　　　農業用パイプライン布設替工　Ｌ＝４２ｍ（φ１００）

○当初予定していたプレキャストカルバート工について、関
係機関と施工協議をしたところ、通学路があり施工期間中は
横断歩道を使用できないことから、今回は不施工としたい。
○（都）大野揖斐川線、六里地内No35～46+1.0について、表
層工を施工し完成断面としたい。

１回目

令和２年２月２５日
令和１年６月３日～令
和２年３月１３日

21,432,600

施工延長　Ｌ＝５７．５ｍ　Ｗ＝６．０（９．０）ｍ
　道路土工　　　路体盛土　Ｖ＝１１０ｍ3　路床盛土　Ｖ＝１８０ｍ3
　作業土工　　　機械床堀　Ｖ＝１８０ｍ3　機械埋戻　Ｖ＝１３０ｍ3
　排水構造物工　土留可変側溝（Ｂ４００）　Ｌ＝４３ｍ
　　　　　　　　管渠（台付管Ｂ４５０）　Ｌ＝１４ｍ
　舗装工　　　　表層工　Ａ＝１７６０ｍ２
　附帯工　　　　農業用パイプライン布設替工　Ｌ＝４７ｍ（φ１００）

○工事施工範囲内の町道部において、大野町と舗装復旧・
安全施設について現地協議を
行い、施工内容が決定したことから、舗装工等を増工した
い。
〇施工箇所において水道管及び排水横断管を確認するた
め、試掘工を施工したい。
〇受注者より労務単価等の変動に基づく請負代金額の変更
について協議があったので
平成３１年３月から適用する公共工事設計労務単価等の運
用に係る特例措置に基づき
増額したい。

３回目

平成３１年２月２８日
平成３１年２月２８日～
令和元年９月２５日

14,280,537

落石対策測量設計業務
　測量業務
　　基準点測量　Ｎ＝２１点
　　路線測量　Ｌ＝０．２ｋｍ
　　用地測量　Ａ＝５．４ｈａ
　設計業務
　　斜面詳細調査　Ａ＝３．８６ｈａ

－ （当初）

平成３１年３月２０日
平成３１年２月２８日～
令和元年９月２５日

14,543,280

落石対策測量設計業務
　測量業務
　　基準点測量　Ｎ＝２１点
　　路線測量　Ｌ＝０．２ｋｍ
　　用地測量　Ａ＝５．４ｈａ
　設計業務
　　斜面詳細調査　Ａ＝３．８６ｈａ

（１）ア　自然現象、その他不可抗力による場合
・C417A145は、平成３０年２月２７日に落石があったため、
応急対策を施し経過観察としていたが、現地調査を行ったと
ころ、法面上の転石の不安化が進行していることが判明し、
緊急を要するため、落石防護工詳細設計を追加することとし
たい。

１回目

令和元年９月１９日
平成３１年２月２８日～
令和元年１２月２０日

16,852,180

落石対策測量設計業務
　測量業務
　　基準点測量　Ｎ＝２１点
　　路線測量　Ｌ＝０．２ｋｍ
　　用地測量　Ａ＝５．４ｈａ
　設計業務
　　斜面詳細調査　Ａ＝３．８６ｈａ

（１）ア　自然現象、その他不可抗力による場合
・落石の発生したＣ０４０Ａ２６８工区について、別業務による
概略調査の結果、地上高７０ｍ付近に、大量に土石が堆積
し不安定化していることが判明した。これらは一斉に落下す
る恐れがあり緊急を要することから、この発生源を特定する
ため、クライミング調査を実施することとしたい。

２回目

平成３１年２月２８日
平成３１年２月２８日～
令和元年７月１７日

9,628,102

用地測量　Ｌ：300ｍ　×　Ｗ：50ｍ　＝15,000m2
面積計算　6,000m2
木造建物調査Ａ　200～300m2　１棟
付帯工作物　農家敷地Ａ　１戸
付帯工作物　住宅敷地Ｃ　１戸
立竹木調査　500m2

－ （当初）

令和元年１０月２５日
平成３１年２月２８日～
令和元年１０月３１日

11,239,701

用地測量　Ｌ：300ｍ　×　Ｗ：50ｍ　＝9,900m2
面積計算　8,500m2
木造建物調査Ａ　200～300m2　0棟
付帯工作物　農家敷地Ａ　0戸
付帯工作物　住宅敷地Ｃ　2戸
立竹木調査　949m2

公共　道路新設改良事業（平成３１年度０県債）（主）岐阜巣
南大野線の執行に必要となる丈量測量および物件調査を
行ったところ、差異が生じたため。

３回目

第建用委道改
Z30-A505-B

号

公共　道路新設改良事
業（平成31年度０県債）
丈量測量及び物件調

査業務

揖斐郡大野町大字下
磯地内

測量 （株）イビソク
岐阜県大垣市築捨町

３ー１０２

第維委災防
43-047-B4-S2

号

公共　防災・安全交付
金（災害防除）他（ゼロ
県債）　　落石対策測量

設計業務

一般県道 藤橋池田線
揖斐郡  揖斐川町　西

津汲地内
道路 （株）テイコク

岐阜県岐阜市橋本町
２ー８

第建工街路９
－３号

県単　街路事業（債務）
道路改良工事

（都）大野揖斐川線揖
斐郡  大野町　大字相

羽　　地内
土木一式 白山建設（株）

岐阜県揖斐郡大野町
大字稲富９８３－３
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【公表様式】

平成３１年３月１５日
平成３１年３月１５日～
令和２年１月８日

68,243,148

除雪機械車庫
・建築工事　N=１式（鉄骨造　延べ床面積４８０．７m2）
・電気設備工事　N=１式
・機械設備工事　N=１式 － （当初）

令和２年３月１１日
平成３１年３月１５日～
令和２年３月１９日

77,211,338

除雪機械車庫
・建築工事　N=１式（鉄骨造　延べ床面積４８０．７m2）
・電気設備工事　N=１式
・機械設備工事　N=１式

（２）ク
・地質調査を行った結果、一部の箇所において軟弱地盤で
あることが判明したため、基礎形状を変更したい。また、掘
削土を埋戻材として予定していたが、適さないため残土処理
を行いたい。

２回目

平成３１年３月１２日
平成３１年３月１２日～
令和元年７月９日

4,590,000

道路付属施設工
　区画線工（溶融式）Ｌ＝２２３０ｍ
　区画線工（ペイント式）Ｌ＝１０００ｍ
道路標識工
　警戒標識設置工　Ｎ＝２基
舗装工
　薄層カラー舗装工　Ａ＝１０４ｍ２

－ （当初）

令和元年６月２８日
平成３１年３月１２日～
令和元年７月９日

5,022,000

道路付属施設工
　区画線工（溶融式）Ｌ＝２７８８ｍ
　区画線工（ペイント式）Ｌ＝１１００ｍ
道路標識工
　警戒標識設置工（共架式）Ｎ＝２基
舗装工
　薄層カラー舗装工　Ａ＝１１２ｍ２

（２）ク　その他確認困難な要因、誤測等やむを得ない場合
・（主）山東本巣線において、現地踏査の結果、当初は外側
線については施工予定ではなかったが、安全管理上必要と
思われるため、追加施工したい。
・（一）池田神戸線においても、現地精査の結果、施工予定
区間内において一部実線が消えている箇所があったため、
追加施工したい。
・（国）３０３号の警戒標識については、当初基礎式を計画し
ていたが、現地再調査したところ、コンクリート基礎を設置す
るスペースが無いため、既設ガードレールに共架したい。

１回目

平成３１年３月１９日
平成３１年３月１９日～
令和元年７月１６日

15,260,400

１工区　施工延長　L＝285．0m W＝6．5m
　　　　　切削工（平均切削厚5cm）　L＝285．0m A＝1，850m2
　　　　　表層工（再生密粒度AS　top20　t＝5cm）L＝285．0m A＝1，850m2
　　　　　区画線工　1式
２工区　施工延長　L＝56．2m
　　　　　側溝改修工　L＝56．2m

－ （当初）

令和元年７月９日
平成３１年３月１９日～
令和元年７月１６日

15,518,520

１工区　施工延長　L＝308．0m W＝6．5m
　　　　　切削工（平均切削厚4．7cm）　L＝308．0m A＝1，970m2
　　　　　表層工（再生密粒度AS　top20　t＝5cm）L＝308．0m A＝1，970m2
　　　　　区画線工　1式
２工区　施工延長　L＝56．2m
　　　　　側溝改修工　L＝56．2m

（２）ク
・１工区の起工測量結果に基づき施工延長を増工し、一定
区間を完了したい。
・２工区の起工測量結果、既設側溝の形状に差異があった
ため、蓋設置工の数量を変更したい。

１回目

平成３１年３月２９日
平成３１年３月２９日～
令和２年３月１９日

45,792,000

施工延長　L＝92．4m
　河川土工　　　盛土工　　　　　V＝720m3
　法覆護岸工　　ブロックマット　A＝800m2
　排水構造物工　縦排水工　　　　N＝1箇所
　取付工　　　　ブロックマット　A＝51m2
　仮設工　　　　工事用道路工　　N＝1式（L＝149．9m）
　　　　　　　　仮締切工　　　　N＝1式（L＝77．5m）

－ （当初）

令和２年２月２６日
平成３１年３月２９日～
令和２年３月１９日

48,630,000

施工延長　L＝92．4m
　河川土工　　　盛土工　　　　　V＝720m3
　法覆護岸工　　ブロックマット　A＝842m2
　排水構造物工　縦排水工　　　　N＝1箇所
　取付工　　　　ブロックマット　A＝49m2
　仮設工　　　　工事用道路工　　N＝1式（L＝186.0m）
　　　　　　　　仮締切工　　　　N＝1式（L＝70.0m）

〇護岸工の床堀の結果、設計で想定していた推定岩盤線が
現地で確認できなかったため、
岩着基礎から土砂基礎への変更と、これによる護岸工（ブ
ロックマット）の施工面積を
増工したい。
〇本工事に支障となる補償立木の調査が過年度に未実施
であったことから、本工事にて実施する
とともに、伐採工を増工したい。

１回目

第建工道改
300－1－1号

県単　道路新設改良
（一般）（翌債）（国）３０
３号　坂内川左岸護岸

付替工事

一般国道 ３０３号揖斐
郡  揖斐川町　坂内坂

本
土木一式 （株）久保田工務店

岐阜県揖斐郡揖斐川
町三輪５２１－１

第維工舗補１
（Ｈ３１ゼロ県）

号

県単　舗装道補修　他
工事

一般国道 ４１７号揖斐
郡  池田町　片山　他

地内
舗装 西建産業（株）

岐阜県揖斐郡揖斐川
町脛永１６４５－１

第維工現施補
1号

県単　現道施設整備
（一般）（ゼロ県債）

一般国道 ３０３号　他
揖斐郡  揖斐川町　坂

内坂本　他　地内
塗装 中部ライン（株）

岐阜県瑞穂市稲里大
西６５４－５

第維工43-
A350-03号

公共　防災・安全交付
金（雪寒）乙原除雪機
械車庫建設工事（翌

債）

一般国道 ３０３号　揖
斐郡  揖斐川町　乙原

地内
建築一式 泉左官住設（株）

岐阜県揖斐郡池田町
本郷１０９４－６
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【公表様式】

平成３１年３月２９日
平成３１年３月２９日～
令和元年１２月２３日

34,668,000

名倉トンネル　L＝286．0m W＝6．5（8．5）m
　照明灯設備更新工事
　　受配電設備　照明灯分電盤　Ｎ＝１面
　　　　　　　　自動調光装置　Ｎ＝１組
　　トンネル照明設備　ＬＥＤ照明器具　基本照明　Ｎ＝１１灯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入口照明　Ｎ＝３６灯
　　接続道路照明設備　坑外灯更新　ＬＥＤ照明器具　Ｎ＝３灯

－ （当初）

令和元年９月１７日
平成３１年３月２９日～
令和元年１２月２３日

34,388,280

名倉トンネル　L＝286．0m W＝6．5（8．5）m
　照明灯設備更新工事
　　受配電設備　照明灯分電盤　Ｎ＝１面
　　　　　　　　自動調光装置　Ｎ＝１組
　　トンネル照明設備　ＬＥＤ照明器具　基本照明　Ｎ＝１１灯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入口照明　Ｎ＝３６灯
　　接続道路照明設備　坑外灯更新　ＬＥＤ照明器具　Ｎ＝３灯

（２）ク
・当初、ＬＥＤに交換した坑外灯への配線の接続は既設地中
埋設管を利用する予定であったが、配線撤去時に管が腐食
し配線の交換が困難であることが判明したことから、新たに
屋外露出配管を増工し、坑外灯への電力ルートを確保した
い。
・交通誘導員の配置人数に関して減工協議が提出されたこ
とから、協議書のとおり減額したい。

１回目

平成３１年３月２９日
令和１年５月８日～令
和２年１月７日

34,776,000

施工延長　Ｌ＝２４．０ｍ　Ｗ＝４．０（５．０）ｍ
　土工　Ｖ＝４０ｍ３
　簡易吹付枠工　Ｌ＝１９．４ｍ　Ａ＝３６６ｍ２
　高エネルギー吸収落石防護網復旧工　Ｌ＝２４．０ｍ　ＳＬ＝１８．０ｍ　Ａ＝３９３
ｍ２
　仮設工　切土防護柵工（撤去）　Ｌ＝１８ｍ
　応急処理工　Ｎ＝１式

－ （当初）

令和２年３月９日
令和１年５月８日～令
和２年３月２７日

38,003,400

施工延長　Ｌ＝２４．０ｍ　Ｗ＝４．０（５．０）ｍ
　土工　Ｖ＝４０ｍ３
　簡易吹付枠工　Ｌ＝１９．４ｍ　Ａ＝３７６ｍ２
　高エネルギー吸収落石防護網復旧工　Ｌ＝２４．０ｍ　ＳＬ＝１８．０ｍ　Ａ＝３９８
ｍ２
　仮設工　切土防護柵工（撤去）　Ｌ＝１８ｍ
　応急処理工　Ｎ＝１式
　土工　残土処理工　Ｎ＝１式

（２）ク　その他確認困難な要因、誤測等やむを得ない場合
・起工測量の結果、地山の一部が張り出しており、索道のワ
イヤーが設置できなかったため、スイングヤーダと仮設盛土
に工法を変更した。

（１）イ　他事業との関連による場合
・残土処理処分について、揖斐川町より当現場の現場発生
土を流用したいとの申し出があったため、運搬先を変更し
た。

（２）ク　その他確認困難な要因、誤測等やむを得ない場合
・崩土除去後、既設舗装等の施設を確認した結果、破損が
著しく供用が困難な状態であったため、舗装復旧等を行っ
た。

（２）ア　推定岩盤線の確認に基づく場合
・法面清掃後、高エネルギー落石防護網の支柱建込箇所の
岩盤調査をした結果、岩盤と想定していたものが土砂であっ
たため、支柱基礎を変更した。

３回目

平成３１年３月２９日
平成３１年３月２９日～
令和２年３月１９日

18,468,000

国道３０３号　西横山バイパス（仮称）鉄嶺トンネル
　残土運搬処理工　　Ｖ＝３，０００ｍ3

－ （当初）

平成３１年３月２９日
平成３１年３月２９日～
令和２年３月１９日

21,969,360

国道３０３号　西横山バイパス（仮称）鉄嶺トンネル
　残土運搬処理工　　Ｖ＝３，７６０ｍ3

○建設残土の有効活用のため、（都）大野揖斐川線（三輪工
区）等への残土運搬を
増工したい。

１回目

令和元年１０月３１日
平成３１年３月２９日～
令和２年３月１９日

23,735,960

国道３０３号　西横山バイパス（仮称）鉄嶺トンネル
　残土運搬処理工　　Ｖ＝３，９４６ｍ3

○建設残土の有効活用のため、（一）本庄揖斐川線（清水交
差点工区）等への残土運搬を
増工したい。

２回目

第建工道改３
００－１－２号

県単　道路新設改良
（一般）（翌債）（仮称）
鉄嶺トンネル残土運搬

処理工事

揖斐郡揖斐川町西津
汲

土木一式 （株）ヤマモト
岐阜県揖斐郡揖斐川
町大字三倉１３３－１

第維工道災
387号

公共　道路災害復旧事
業　他（翌債）

主要地方道 山東本巣
線　　揖斐郡  揖斐川

町　西津汲地内
土木一式 （株）ヤマモト

岐阜県揖斐郡揖斐川
町大字三倉１３３－１

第維工48－
A206－03－5
号　第維工48-

047-03L号

公共　道路維持修繕費
（交付金事業分）名倉ト
ンネル照明灯更新工事

（国補正分）

一般国道 ３０３号揖斐
郡  揖斐川町　西津汲

地内
電気 末永電気（株）

岐阜県揖斐郡揖斐川
町極楽寺字松原１１

６ー３
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【公表様式】

平成３１年３月２９日
平成３１年３月２９日～
令和２年２月６日

65,664,000

施工箇所01　施工延長　Ｌ＝５７．６ｍ
　落石防護工　高エネルギー吸収落石防護柵工　Ｌ＝２３．８ｍ　Ｈ＝３．０～３．５
ｍ　Ａ＝７３ｍ２
　　　　　　　落石防護柵嵩上工　Ｌ＝３６．０ｍ　Ｈ＝２．０～２．５ｍ　Ａ＝８０ｍ２
　落石予防工　ロープ伏工　Ｎ＝２箇所　Ｌ＝６．０ｍ　ＳＬ＝２．０ｍ　Ａ＝１２ｍ２
施工箇所02　施工延長　Ｌ＝４７．８ｍ
　落石防護工　高エネルギー吸収落石防護網工
　　　　　　　Ｌ＝３５．０ｍ　ＳＬ＝１５．０ｍ　Ａ＝５１１ｍ２

－ （当初）

令和２年１月２０日
平成３１年３月２９日～
令和２年２月６日

71,264,100

施工箇所01　施工延長　Ｌ＝５７．６ｍ
　落石防護工　高エネルギー吸収落石防護柵工　Ｌ＝２３．８ｍ　Ｈ＝３．０～３．５
ｍ　Ａ＝７３
　　　　　　　落石防護柵嵩上工　Ｌ＝３５．８ｍ　Ｈ＝２．０～２．５ｍ　Ａ＝７９ｍ２
　落石予防工　ロープ伏工　Ｎ＝２箇所　Ｌ＝６．０ｍ　ＳＬ＝２．０ｍ　Ａ＝１２ｍ２
施工箇所02　施工延長　Ｌ＝４７．８ｍ
　落石防護工　高エネルギー吸収落石防護網工
　　　　　　　Ｌ＝３５．０ｍ　ＳＬ＝１５．０ｍ　Ａ＝５１１ｍ２

（２）ア　推定岩盤線の確認に基づく場合
・高エネルギー吸収落石防護柵の支柱建込箇所の試掘を
行った結果、岩盤線が推定位置より深い場所にあり、支柱
長さを変更する必要があるため増工したい。

（２）カ　諸経費調整に基づく場合
・週休二日制モデル工事を試行し間接工事費の補正対象と
なったため、増額したい。

（１）カ　その他やむを得ない外的条件による場合
・緊急対応すべき修繕（落石防護網の修繕）を行ったため増
額したい。

３回目

平成３１年３月２９日
令和１年６月１７日～令
和２年１月１７日

25,023,600

施工延長　Ｌ＝５０．０ｍ
　落石防護工　土中建込式落石防護柵工　Ｌ＝５０．０ｍ　Ｈ＝３．５～５．０ｍ　Ａ＝
２１０ｍ２

－ （当初）

令和２年１月８日
令和１年６月１７日～令
和２年１月１７日

25,143,500

施工延長　Ｌ＝５０．０ｍ
　落石防護工　土中建込式落石防護柵工　Ｌ＝５０．０ｍ　Ｈ＝３．５～５．０ｍ　Ａ＝
２１０ｍ２
　区画線工　L＝１２１ｍ

（２）ア　推定岩盤線の確認に基づく場合
・ループフェンスの支柱建込箇所の試掘を行った結果、岩盤
線が想定位置より深い場所にあり、支柱長さを変更する必
要があるため増額したい。

（２）カ　諸経費調整に基づく場合
・週休二日制モデル工事を試行し間接工事費の補正対象と
なったため、増額したい。

２回目

平成３１年３月２９日
平成３１年３月２９日～
令和元年９月１４日

17,820,000

新香六橋　L＝76．000m　W＝7．0（7．6）m
　伸縮装置補修工（埋設ジョイント）　L＝23．500m
　舗装工　A＝75．0m2
　防水工　A＝13．0m2 － （当初）

令和元年７月２５日
平成３１年３月２９日～
令和元年９月１４日

16,744,320

新香六橋　L＝76．000m　W＝7．0（7．6）m
　伸縮装置補修工（埋設ジョイント）　L＝24．000m
　舗装工　A＝75．0m2
　防水工　A＝12．0m2

（２）
ク・既設伸縮装置撤去を実施したところ、縦目地部の伸縮装
置延長に差異があったため、既設伸縮装置撤去延長を変更
したい。
オ・既設伸縮装置撤去重量に基づきスクラップ処分量を変
更したい。

１回目

平成３１年３月２９日
平成３１年３月２９日～
令和元年７月１６日

10,584,000

広海橋（下り線）（３径間連続鈑桁橋）　L＝83．000m　W＝6．5（7．25）m
　舗装・防水工　t＝8．0cm　A＝599m2
　区画線工　1式

－ （当初）

令和元年７月１日
平成３１年３月２９日～
令和元年７月１６日

10,412,280

広海橋（上り線）（３径間連続鈑桁橋）　L＝83．000m　W＝6．5（7．25）m
　舗装・防水工　t＝5．9cm　A＝594m2
　区画線工　1式

（２）ク
・起工測量に基づき、舗装面積を変更したい。
・既設舗装厚を確認したところ、５９ｍｍであることを確認し
た。また、既設防水についてはシート防水が確認できたこと
から、切削・舗装計画を変更したい。
オ　・ＡＳ切削屑と混合廃棄物の処分量に基づき、変更した
い。

１回目

第維工48－
021-2号

公共　橋りょう補修費
（交付金事業分）広海
橋　工事（国補正分）

主要地方道 岐阜関ケ
原線　揖斐郡  池田町

八幡　地内
舗装 第一建設（株）

岐阜県揖斐郡池田町
段２９－３

第維工48－
021号

主要地方道 春日揖斐
川線揖斐郡  揖斐川町

春日香六　地内

公共　橋りょう補修費
（交付金事業分）新香

六橋　工事（国補正分）
土木一式 加藤建設（株）

岐阜県揖斐郡揖斐川
町春日小宮神１１５８－

１

第維工崩安2
号

県単　崩落決壊防止
（暮らしの安全・安心確
保対策費）他（翌債）

一般県道 川合垂井線
揖斐郡  揖斐川町　春

日川合地内
土木一式 （株）野原組

岐阜県揖斐郡揖斐川
町春日六合１２４８－１

第維工災防
43-042-K5-1

号

公共　防災・安全交付
金（災害防除）（国補正

分）他（翌債）

一般国道 ４１７号他
揖斐郡  揖斐川町　東

横山他地内
と土コ 西濃建設（株）

岐阜県揖斐郡揖斐川
町上ミ野１２８
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【公表様式】

平成３１年３月２９日
平成３１年３月２９日～
令和元年１０月１４日

23,760,000

１工区　板追橋（単純活荷重合成鈑桁）L＝40．000m W＝6．0（7．0）m
　　　　法面保護工
　　　　　間詰モルタル　V＝0．1m3　現場発泡ウレタン　V＝3．5m3　モルタル吹付
工　A＝21．0m2
　　　　排水管補修工（VPφ120）L＝48．0m　支承補修工（ナット増し締め工）N＝3
本
　　　　防護柵補修工　1式　仮設工（足場工）1式
２工区　新城山橋（合成単純鋼鈑桁橋）L＝73．500m W＝7．0（8．5）m
　　　　舗装・防水工　t＝5cm　A＝522m2

－ （当初）

令和元年９月４日
平成３１年３月２９日～
令和元年９月２０日

24,081,840

１工区　板追橋（単純活荷重合成鈑桁）L＝40．000m W＝6．0（7．0）m
　　　　法面保護工
　　　　　間詰モルタル　V＝0．2m3　現場発泡ウレタン　V＝0．8m3　モルタル吹付
工　A＝21．0m2
　　　　排水管補修工（VPφ120）L＝48．0m　支承補修工（ナット増し締め工・破断
補修工）N＝3本
　　　　防護柵補修工　0式　仮設工（足場工）1式
２工区　新城山橋（合成単純鋼鈑桁橋）L＝73．500m W＝7．0（8．5）m
　　　　舗装・防水工　t＝5．5cm　A＝522m2

（２）ク　
１工区・起工測量の結果、防護柵の腐食箇所が増加してい
ることが判明した。別途の対策を検討するため、本工事での
補修工を減工したい。
・支承ボルトを締めなおす際に、１箇所ボルトが破断してい
たことから、ボルトの補修工事を追加したい。
２工区・橋面舗装工の施工時に配置する排水導入管の流末
である排水桝に接続孔が無かったことから、孔明工を増工し
たい。また、工種の追加と施工日数の見直しにより、交通誘
導警備員を増員したい。

１回目

平成３１年３月２９日
平成３１年３月２９日～
令和２年１月３１日

10,584,000

現場技術業務委託
　設計及び現場技術業務　Ｎ＝１式（２００日）

－ （当初）

令和元年１２月１７日
平成３１年３月２９日～
令和２年３月１０日

11,724,700

現場技術業務委託
　設計及び現場技術業務　Ｎ＝１式（２１２日）

（２）エ　その他確認困難な要因、誤測等やむを得ない場合
・１１月までの勤務実績より、超過勤務および車両使用日数
が下回る見込みのため実績に基づき変更したい。

（１）イ　他事業との関連による場合
・（国）４１７号公共道路災害復旧事業（櫨原地すべりＨ２９そ
の８工事）における現場確認業務が今後集中するため、業
務期間を変更したい。
　当初工期　平成３１年３月２９日　～　令和２年１月３１日
　変更工期　平成３１年３月２９日　～　令和２年３月１０日

１回目

令和２年３月４日
平成３１年３月２９日～
令和２年３月１０日

11,823,700

現場技術業務委託
　設計及び現場技術業務　Ｎ＝１式（２１２日）
　斜面緊急点検準備データ作成業務　Ｎ＝１式

（１）カ　その他やむを得ない外的条件による場合
・急傾斜地の崩壊に関する土砂災害計画区域（イエロー
ゾーン）に含まれる歩道を有する県管理道路沿いの斜面等
を緊急に点検する業務が発生したことから、点検準備データ
作成業務を実施することとしたい。

２回目

平成３１年３月２９日
令和１年６月５日～令
和２年３月２０日

48,400,923

井振谷
　掘削工　Ｖ＝１，７９０ｍ3
　本堤工　Ｈ＝０．０ｍ　Ｌ＝３１．７ｍ　Ｖ＝７７５ｍ3

－ （当初）

平成３１年３月２９日
令和１年６月５日～令
和２年３月２０日

53,040,960

井振谷
　掘削工　Ｖ＝１，７９０ｍ3
　本堤工　Ｈ＝０．０ｍ　Ｌ＝３１．７ｍ　Ｖ＝７７５ｍ3

残土受け入れ先との協議により、受け入れ時期の調整が必
要のため、一時仮置きした上で処分することとしたい。

１回目

令和元年１０月１日
令和１年６月５日～令
和２年３月２０日

57,341,960

井振谷
　掘削工　Ｖ＝１，７９０ｍ3
　本堤工　Ｈ＝０．０ｍ　Ｌ＝３１．７ｍ　Ｖ＝９３６ｍ3

建設廃材の処分量について、実績数量の基づき変更し、適
正に処分したい。

２回目

（株）テイコク
岐阜県岐阜市橋本町

２ー８

第砂工通砂3-
1-3号

公共　防災・安全交付
金（通常砂防事業）（国

補正分）（翌債）

普通河川 井振谷　揖
斐郡  池田町　片山地

内
土木一式 （株）久保田工務店

岐阜県揖斐郡揖斐川
町三輪５２１－１

第維委崩落補
S1号

県単　崩落決壊防止
（一般）（ゼロ県債）　現

場技術業務
道路

一般国道 ４１７号他
揖斐郡  揖斐川町　櫨

原他地内

第維工48－
021－1号　第
維工48-011号

公共橋りょう補修費（交
付金事業分）板追橋・
新城山橋　工事（国補

正分）

主要地方道 山東本巣
線　他揖斐郡  揖斐川
町　西津汲　他　地内

土木一式 山本商事（株）
岐阜県揖斐郡揖斐川

町乙原５２５
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【公表様式】

平成３１年３月２９日
令和１年６月２６日～令
和２年２月２５日

35,023,093

北洞谷
　本堤工　　　　H＝0．0m，L＝34．0m，V＝726m3

－ （当初）

平成３１年３月２９日
令和１年６月２６日～令
和２年２月２５日

41,699,880

北洞谷
　本堤工　　　　H＝0．0m，L＝34．0m，V＝903m3

早期に切土法面の安定を図るため、右岸中間部の打設高を
上げて、袖部の埋め戻し・盛土が行えるようにしたい。

１回目

令和元年９月２４日
令和１年６月２６日～令
和２年３月２３日

41,158,800

北洞谷
　本堤工　　　　H＝0．0m，L＝37．2m，V＝750m3

先行工事において、本堤工のコンクリート量が増工したた
め、本事業の本堤工のコンクリート工を変更したい。

２回目

平成３１年３月２９日
令和１年５月１０日～令
和元年１１月１５日

15,317,748

施工延長　Ｌ＝１００ｍ
　河道掘削工　Ｌ＝１００ｍ　Ｖ＝４６０ｍ3

－ （当初）

平成３１年３月２９日
令和１年５月１０日～令
和元年１１月１５日

16,584,480

施工延長　Ｌ＝１１０ｍ
　河道掘削工　Ｌ＝１１０ｍ　Ｖ＝５００ｍ3

事業推進のため本工事を増工し、治水効果を早期に発現さ
せたい。

１回目

令和元年１２月２０日
令和１年５月１０日～令
和２年２月２８日

16,684,580

施工延長　Ｌ＝２１９ｍ
　河道掘削工　Ｌ＝２１９ｍ　Ｖ＝４８０ｍ3

草の繁茂が著しく、本工事施工に支障となるため、刈草の運
搬処分を計上したい。
現地試掘の結果、当初計画位置よりも上方に既設構造物が
存在したため、掘削範囲を減じたい。

３回目

平成３１年３月２９日
令和１年６月２６日～令
和元年１２月２２日

17,010,000

施工延長　Ｌ＝２００ｍ
　河道掘削工　Ｌ＝２００ｍ　Ｖ＝６，６００ｍ3

－ （当初）

平成３１年３月２９日
令和１年６月２６日～令
和元年１２月２２日

18,416,160

施工延長　Ｌ＝２２０ｍ
　河道掘削工　Ｌ＝２２０ｍ　Ｖ＝７，３００ｍ3

事業推進のため本工事を増工し、治水効果を早期に発現さ
せたい。

１回目

令和元年１２月１７日
令和１年６月２６日～令
和２年１月１０日

18,708,760

施工延長　Ｌ＝３００ｍ
　河道掘削工　Ｌ＝３００ｍ　Ｖ＝２，２００ｍ3

掘削土の状況から、残土処分先を変更し、これに伴い掘削
土量も変更したい。

２回目

第河工総流防
13号

公共　総合流域防災事
業（国補正分）（翌債）

木曽川水系 粕川　揖
斐郡  揖斐川町　黒田

地内
土木一式

揖斐土木建築工業
（株）

岐阜県揖斐郡揖斐川
町三輪４３８－４

第河工総流防
12号

公共　総合流域防災事
業（国補正分）（翌債）

木曽川水系 杭瀬川
揖斐郡  池田町　片山

地内
土木一式 （株）河村綜建

岐阜県揖斐郡池田町
田畑６９９－３

第砂工通砂3-
2-2号

公共　防災・安全交付
金（通常砂防事業）（国

補正分）（翌債）

北洞谷　揖斐郡  揖斐
川町　谷汲深坂

土木一式 所産業（株）
岐阜県揖斐郡揖斐川
町谷汲長瀬字岡田１８

２１－３
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